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■
こ
こ
で
、ま
ず
萩
の
世
界
遺
産
を
学

ぼ
う
！
「
萩
・世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
・学
び
舎
（
ま
な
び
ー
や
）」

　

シ
リ
ア
ル
・
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
複

数
の
連
続
性
の
あ
る
資
産
）に
お
け
る

萩
の
５
つ
の
資
産
の
位
置
づ
け
や
、19

世
紀
末
の
世
界
史
の
奇
跡
と
い
わ
れ
る

日
本
の
近
代
化
の
原
点
・
萩
を
分
か
り

や
す
く
紹
介
す
る
た
め
、大
河
ド
ラ
マ

館
（
平
成
28
年
１
月
10
日
ま
で
開
館
）

の
一
部
の
展
示
物
や
新
た
な
映
像
・
展

示
等
を
用
い
て
、平
成
28
年
１
月
末
、

「
萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
・

学
び
舎
」が
開
設
し
ま
す
。

　

旧
明
倫
小
学
校
（
１
棟
・
２
棟
）の

整
備
が
終
わ
る
ま
で
の
間
、こ
の
施
設

で
、萩
の
資
産
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

萩
の
魅
力
等
を
発
信
し
、引
き
続
き
誘

客
を
図
り
、萩
の
学
ぶ
観
光
を
推
進
し

ま
す
。

■
５
つ
の
資
産
で
も
整
備
を

　

恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
（
萩
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
１
２
５
号
参
照
）は
、８
月
か
ら

発
掘
調
査
を
行
い
、切
組
木
屋
が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
場
所
か
ら
、建
物
の
柱
穴

跡
な
ど
が
発
掘
さ
れ
、10
月
17
日
に
は
、

現
地
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

萩
反
射
炉
で
は
11
月
上
旬
に
は
、現

在
の
階
段
と
は
別
の
遊
歩
道
が
完
成
。

　

ま
た
、大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
で

は
案
内
看
板
の
設
置
等
、地
元
住
民
で

運
営
す
る
福
栄
文
化
遺
産
活
用
保
存
会

が
中
心
と
な
っ
て
行
う
、お
も
て
な
し

活
動
に
よ
り
、増
加
す
る
見
学
者
へ
の

対
応
を
行
い
ま
す
。

■
主
要
観
光
施
設
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
設

置
　

ニ
ー
ズ
が
高
い
海
外
か
ら
の
観
光
客

に
も
対
応
す
る
た
め
、世
界
遺
産
の
構

成
資
産
や
、旧
萩
藩
校
明
倫
館
、萩
博
物

館
等
の
主
要
観
光
地
や
道
の
駅
な
ど
、

市
内
14
カ
所
に
、無
料
の
公
衆
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
を
設
置
、１
日
最
大
５
時
間
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
ま
す
。

■
観
光
客
を
萩
全
体
で
お
も
て
な
し

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
観
光
情
報

サ
イ
ト
「
ふ
ら
っ
と
案
内
」の
「
萩
城

下
町
・
街
歩
き
」に
は
、新
た
に
３
７
０

カ
所
の
店
舗
情
報
が
加
わ
り
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
店
舗
が
約
９
６
０
カ
所
登

録
。萩
を
訪
れ
た
観
光
客
を
ネ
ッ
ト
か

ら
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、世
界
の
宝
と
な
っ
た
萩

の
資
産
を
確
実
に
将
来
へ
引
き
継
い
で

い
く
た
め
に
し
っ
か
り
と
保
存
管
理
を

行
う
と
と
も
に
、お
も
て
な
し
の
充
実

に
努
め
、観
光
振
興
の
一
助
と
な
る
よ

う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

７
月
に
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
「
明

治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産 
製
鉄
・
製

鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
」。
こ
の
遺

産
群
は
、
西
欧
の
技
術
を
取
り
入
れ

た
日
本
の
幕
末
か
ら
明
治
末
ま
で
の

急
速
な
近
代
化
・
工
業
化
を
証
明
し

て
い
る
８
県
11
市
の
23
資
産
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
萩
に
は
、
萩
反
射
炉
、

恵え
び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
、
大お

お
い
た
や
ま

板
山
た
た

ら
製
鉄
遺
跡
、
萩
城
下
町
、
松
下
村
塾

の
５
つ
の
資
産
が
あ
り
ま
す
。

　

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
、
大
河
ド

ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
放
送
効
果
と
併
せ

て
、
萩
市
を
訪
れ
る
観
光
客
が
増
加
。

特
に
、
萩
反
射
炉
や
恵
美
須
ヶ
鼻
造
船

所
跡
、
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
だ
け

で
も
、
今
年
の
、
春
以
降
だ
け
で
13
万

人
近
い
観
光
客
が
訪
れ
る
な
ど
、
新
た

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

萩
市
で
は
、
訪
れ
た
観
光
客
が
も
っ

と
世
界
遺
産
を
分
か
り
や
す
く
、
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
拠
点
や
資
産
の

整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

川
上
の
阿
武
川
カ
ヌ
ー
特
設
競
技
場

を
練
習
拠
点
に
し
て
い
る
、
萩
市
の
選

手
が
、
10
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
、
和

歌
山
県
で
行
わ
れ
た
第
70
回
国
民
体
育

大
会
の
カ
ヌ
ー
競
技
で
優
勝
、
入
賞
し

ま
し
た
。

　

足
立
和
也
さ
ん
（
24
歳
）は
、ス
ラ

ロ
ー
ム
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
の
15
と
25

ゲ
ー
ト
両
部
門
で
優
勝
。高
橋
怜り

ょ
う
や

也
さ

ん
（
29
歳
）は
、ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー

の
ス
プ
リ
ン
ト
で
優
勝
、１
５
０
０
ｍ

で
準
優
勝
。岡
崎
遥は

る
か海

さ
ん
（
萩
商
工

高
校
２
年
）は
、ス
ラ
ロ
ー
ム
カ
ヤ
ッ
ク

シ
ン
グ
ル
の
15
ゲ
ー
ト
３
位
、25
ゲ
ー

ト
で
５
位
と
、３
人
と
も
大
活
躍
。

　

３
人
は
、競
技
に
集
中
す
る
た
め
に

県
外
か
ら
萩
に
移
住
。阿
武
川
を
拠
点

と
し
て
国
内
の
大
会
で
優
勝
、入
賞
す

る
ほ
か
、足
立
選
手
は
、ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
に
も
出
場
す
る
な
ど
、３
人
と
も
活

躍
し
て
い
ま
し
た
が
、今
回
、そ
の
成
果

が
一
気
に
開
花
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、２
０
１
１
年
の
山
口
国

体
用
に
整
備
。今
年
で
完
成
40
年
を
迎

え
た
、阿
武
川
ダ
ム
の
直
下
に
あ
り
、水

量
も
一
定
で
あ
る
な
ど
、選
手
の
間
で

も
練
習
環
境
が
整
っ
た
日
本
有
数
の

コ
ー
ス
と
評
判
で
し
た
。現
在
、３
選
手

の
ほ
か
に
も
、こ
の
コ
ー
ス
を
拠
点
に

練
習
に
励
ん
で
い
る
選
手
が
い
ま
す
。

　

今
回
、３
選
手
が
国
体
で
優
勝
、入
賞

し
た
こ
と
か
ら
、カ
ヌ
ー
競
技
の
関
係

者
の
間
で
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

阿
武
川
で
日
々
練
習
を
重
ね
て
い
る

３
選
手
の
、今
後
ま
す
ま
す
の
飛
躍
と

と
も
に
、彼
ら
に
続
く
選
手
が
登
場
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

10月19日には、野村萩市長に成績を報告［左から］岡
崎遥海さん、野村萩市長、高橋怜也さん、足立和也さん

８月に阿武川カヌー特設競技場で行われ
たジャパンカップでも優勝した足立選手

最
高
の
練
習
場
　
阿
武
川
カ
ヌ
ー

特
設
競
技
場

発掘調査が行われた恵美須ヶ鼻造船所跡
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萩
市
中
心
部
か
ら
東
方
の
内
陸
部
、

福
栄
地
域
の
紫
福
地
区
に
あ
る
山
の
口

川
最
上
流
部
、
山
の
口
ダ
ム
の
先
に
、

大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
砂
鉄
を
原
料
に
、
木
炭
を
燃

焼
さ
せ
て
鉄
を
作
っ
て
い
た
江
戸
時
代

中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
製
鉄
遺
跡

で
、
建
物
跡
な
ど
の
遺
構
が
露
出
し
た

形
で
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
は
、
県
内

最
大
級
の
た
た
ら
の
遺
跡
で
あ
り
、
18

世
紀
以
降
、
萩
藩
内
で
操
業
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
「
石
見
系
た
た
ら
」
の
典

型
例
と
し
て
、
平
成
24
年
９
月
に
は
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
で
は
、
宝

暦
年
間
（
１
７
５
１
～
64
年
の
う
ち
の

８
年
間
）、
文
化
・
文
政
期
（
１
８
１
２

～
22
）、
幕
末
期
（
１
８
５
５
～
明
治

初
め
）
と
、
約
50
年
の
間
隔
を
開
け
て

３
回
の
操
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
幕
末
期
で
は
、
１
８
５
６
年

（
安
政
３
）
に
萩
藩
が
恵え

び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造

船
所
で
建
造
し
た
最
初
の
洋
式
軍
艦

「
丙へ
い
し
ん
ま
る

辰
丸
」
を
建
造
す
る
際
の
、
船
釘

や
碇
の
原
料
鉄
を
供
給
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
１
８
６
３
年
（
文
久
３
）
か
ら
は

産
鉄
す
べ
て
が
萩
藩
に
よ
り
買
い
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
幕
末
の

西
洋
式
軍
艦
建
造
な
ど
、
萩
藩
の
近
代

化
に
、
当
時
の
日
本
の
在
来
技
術
が
利

用
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

原
料
の
砂
鉄
は
、
伊い

の
む
ら

野
村
（
島
根
県

浜
田
市
）
か
ら
北き

た
ま
え
ぶ
ね

前
船
を
利
用
し
て
、

奈
古
港
（
阿
武
町
）
に
荷
揚
げ
さ
れ
、

馬
を
使
っ
て
大
板
山
た
た
ら
へ
搬
入
さ

れ
ま
し
た
。
恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
へ
の

鉄
の
輸
送
は
、
同
じ
道
を
再
び
馬
で
運

び
出
し
、
奈
古
港
か
ら
船
で
恵
美
須
ヶ

鼻
造
船
所
へ
運
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
（
図
）。

　

中
世
か
ら
江
戸
初
期
ま
で
の
た
た
ら

製
鉄
は
、
主
に
野
外
で
臨
時
的
に
製
鉄

が
行
わ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
石
見
系
た
た
ら
は
、
恒
久
的
な
製

鉄
炉
を
持
つ
「
高た

か
ど
の殿
」
と
い
う
建
物
を

中
心
に
し
て
長
期
間
継
続
し
て
行
わ
れ

る
「
永
代
た
た
ら
」
で
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
生
産
量
、
品
質
が
格
段
に
進
歩

し
ま
し
た
。
一
方
、
こ
の
た
た
ら
製
鉄

で
は
大
量
の
燃
料
を
必
要
と
す
る
た
め
、

豊
か
な
森
林
を
持
つ
萩
藩
領
に
展
開
し

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
は
、
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
高
殿
な
ど
の
生
産
遺
構

が
良
好
に
残
っ
て
お
り
、
日
本
近
世
の

製
鉄
業
の
展
開
を
理
解
す
る
う
え
で
も

貴
重
な
遺
跡
と
い
え
ま
す
。

　

ま
ち
全
体
を
屋
根
の
な
い
博
物
館
に

見
立
て
た
「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
構

想
」に
よ
る
萩
の
ま
ち
づ
く
り
が
、地
域

を
活
性
化
し
、他
の
都
市
の
模
範
と
な

る
と
評
価
さ
れ
、10
月
27
日
に
「
ア
ジ

ア
都
市
景
観
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
の
人
々
に
と
っ
て
幸
せ
な
生

活
環
境
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
、他
の
都
市
の
模
範
と
な
る
成
果
を

上
げ
た
都
市
な
ど
を
表
彰
す
る
国
際
賞

で
、国
連
ハ
ビ
タ
ッ
ト
福
岡
本
部
な
ど

４
団
体
が
主
催
。

　

今
年
は
、萩
市
の
ほ
か
、国
内
で
は
福

岡
県
と
新
潟
県
南
魚
沼
市
が
、海
外
の

８
件
と
と
も
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

２
０
０
３
年
に
始
ま
っ
た
、市
内
に

残
る
歴
史
的
遺
産
や
文
化
遺
産
、自
然

を
現
地
に
あ
り
の
ま
ま
に
展
示
し
、新

た
な
文
化
を
創
造
す
る
構
想
で
す
。萩

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
軸
と
し
て
位
置

づ
け
、市
民
に
も
そ
れ
ら
の
魅
力
を
再

認
識
し
て
も
ら
い
、次
世
代
や
観
光
客

ら
に
伝
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。先
駆
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、中
東

の
ヨ
ル
ダ
ン
に
も
そ
の
手
法
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

萩
博
物
館
の
管
理
・
運
営
を
担
う
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
が
中
心

と
な
り
、市
内
の
文
化
遺
産
の
情
報
を

「
萩
の
お
た
か
ら
」と
し
て
、地
元
の
人

た
ち
と
と
も
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た

り
、地
域
ご
と
の
お
た
か
ら
を
掲
載
し

た
地
図
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

萩
の
ま
ち
は
、毛
利
氏
の
城
下
町
や

明
治
維
新
に
関
す
る
歴
史
的
に
価
値
の

高
い
遺
産
の
中
に
、脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
る
伝
統
行
事
や
伝
統
技
法
、文

化
な
ど
の
生
活
が
息
づ
い
て
お
り
、今

後
も
官
民
が
一
体
と
な
っ
た
保
全
と
活

用
に
取
り
組
み
、後
世
に
「
萩
の
お
た

か
ら
」が
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。　

恵美須ヶ鼻造船所跡で
発掘された縫

ぬいくぎ

釘（左）と 鎹
かすがい

●

鉄の道

阿武町

福栄地域

浜田市

砂鉄

恵美須ヶ鼻
造船所跡

鉄
奈古港

大板山たたら
製鉄遺跡

鉄池（鉄を冷ます池）跡

砂鉄洗場跡

給水関連施設跡

高殿跡

着物ウィークin萩（10月1日〜12日）
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は
全
国
で
２
番
目
に
多
い
１
３
０
４
校
、

私
塾
は
全
国
で
４
番
目
に
多
い
１
０
６

校
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
寺

子
屋
と
私
塾
を
合
わ
せ
た
１
４
１
０
校

は
、
長
野
県
の
１
４
６
６
校
（
寺
子
屋

１
３
４
１
校
、
私
塾
１
２
５
校
）
に
次

い
で
全
国
で
２
番
目
の
多
さ
で
あ
る
。

藩
都
で
あ
る
萩
城
下
町
に
は
、
そ
の
多

く
が
集
中
し
て
い
た
。

　

萩
城
下
町
は
、
文
久
３
年
（
１
８
６

３
）
に
藩
の
政
庁
が
山
口
に
移
さ
れ
る

ま
で
、
約
２
６
０
年
間
繁
栄
し
た
。
明

治
４
年
（
１
８
７
１
）
廃
藩
置
県
に
よ

り
、
山
口
県
の
県
庁
は
山
口
に
置
か
れ

た
。
以
来
、
萩
は
天
災
・
人
災
も
少
な

く
、
大
規
模
な
開
発
か
ら
も
免
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
旧
城
下
町
の
姿
が
現
代
に

良
好
に
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

長
州
藩
は
、
薩
摩
藩
や
佐
賀
藩
と
と

も
に
西
南
雄
藩
と
称
さ
れ
、
明
治
維
新

及
び
日
本
近
代
化
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
藩
が
鎖
国
と
い
う
条
件
の
も

と
自
力
で
近
代
化
を
進
め
る
こ
と
は
試

行
錯
誤
の
連
続
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で

日
本
の
工
業
化
の
基
礎
が
準
備
さ
れ
た

こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。

　

19
世
紀
半
ば
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
欧
米
列
強
が
東
ア

ジ
ア
へ
の
進
出
を
本
格
化
し
た
。
こ
れ

を
脅
威
に
感
じ
た
日
本
の
支
配
者
層
で

あ
る
幕
藩
領
主
は
、
海
防
（
海
岸
防

備
）
の
強
化
を
模
索
し
始
め
る
。
と
り

わ
け
、
天
保
13
年
（
１
８
４
２
）
に
ア

城跡

諸
職
人
層
は
細
工
人
と
総
称
さ
れ
、
鋳

物
師
、
焼
物
師
、
鉄
砲
細
工
、
刀
鍛
冶
、

大
舟
大
工
な
ど
が
存
在
し
た
。
こ
れ
ら

細
工
人
が
有
し
た
伝
統
的
な
技
術
は
、

近
代
的
技
術
を
移
入
す
る
う
え
で
大
い

に
役
立
て
ら
れ
た
。

　

萩
城
下
町
は
、
長
州
藩
の
教
育
の
拠

点
で
も
あ
っ
た
。
藩
校
明
倫
館
は
、
享

保
４
年
（
１
７
１
９
）
と
い
う
全
国
的

に
も
早
い
段
階
で
の
創
設
で
、
当
初
は

萩
城
三
ノ
丸
内
に
置
か
れ
た
。
し
か
し
、

国
内
外
の
情
勢
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

嘉
永
２
年
（
１
８
４
９
）
城
下
町
の
中

央
部
に
移
転
拡
充
さ
れ
た
。
文
武
両
道

に
秀
で
た
有
能
な
藩
士
を
育
成
す
る
た

め
の
教
育
機
関
と
し
て
、
全
国
屈
指
の

規
模
を
誇
っ
た
。

　

長
州
藩
領
に
は
、
武
士
の
み
な
ら
ず

農
民
や
町
人
に
も
門
戸
を
開
い
た
、
寺

子
屋
や
私
塾
が
多
数
存
在
し
た
。
明
治

前
期
の
統
計
資
料
に
よ
る
と
、
旧
長
州

藩
領
の
山
口
県
に
お
い
て
は
、
寺
子
屋

　

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
明

治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
は
、
23
件

も
の
資
産
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ

る
た
め
、
複
雑
で
難
解
で
あ
る
と
の
イ

メ
ー
ジ
を
も
た
れ
る
方
が
多
い
。
そ
こ

で
今
回
か
ら
、
萩
市
の
５
資
産
が
ど
の

よ
う
な
評
価
を
受
け
て
い
る
の
か
、
ど

の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
も
っ
て
い
る

の
か
な
ど
を
、
個
別
に
紹
介
す
る
こ
と

に
し
た
い
。
ま
ず
手
始
め
に
、
萩
城
下

町
か
ら
見
て
ゆ
こ
う
。

　

萩
城
下
町
は
、
19
世
紀
半
ば
に
武
士

が
西
洋
の
科
学
・
技
術
と
遭
遇
し
た
こ

と
に
よ
り
工
業
化
に
取
り
組
ん
だ
文
化

的
素
地
を
示
す
、
唯
一
の
事
例
で
あ
る
。

萩
城
下
町
は
、
日
本
の
工
業
化
の
過
程

で
、
幕
藩
領
主
が
先
駆
的
に
試
行
錯
誤

を
重
ね
た
幕
末
当
時
の
社
会
的
背
景
を

物
語
る
資
産
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
特
に
城
下
町
と
し
て
の
姿
を

色
濃
く
残
し
て
い
る
の
が
、
城
跡
（
指

月
山
を
含
む
）、
旧
上
級
武
家
地
（
外

堀
と
堀
内
地
区
）、
旧
町
人
地
で
あ
る

た
め
、
こ
の
３
つ
の
エ
リ
ア
を
構
成
資

産
「
萩
城
下
町
」
と
し
て
い
る
。

　

長
州
藩
（
萩
藩
）
は
毛
利
氏
が
支
配

し
た
全
国
有
数
の
大
藩
で
、
萩
に
は
城

郭
と
と
も
に
城
下
町
が
建
設
さ
れ
た
。

萩
城
下
町
は
、
長
州
藩
の
政
治
・
経
済
・

文
化
・
軍
事
の
拠
点
で
あ
り
、
日
本
が

工
業
国
家
へ
と
転
じ
る
以
前
の
厳
然
と

し
た
封
建
社
会
の
様
相
を
色
濃
く
現
代

に
留
め
て
い
る
。

　

萩
城
下
町
は
、
毛
利
輝
元
が
開
い
た

計
画
都
市
で
あ
る
。
輝
元
は
、
慶
長
九

年
（
１
６
０
４
）、
萩
城
の
建
設
に
着

工
す
る
と
同
時
に
城
下
町
の
建
設
に
も

取
り
か
か
っ
た
。

　

萩
城
は
慶
長
13
年
（
１
６
０
８
）
に

完
成
し
た
。
萩
三
角
州
北
西
に
聳
え
る

指
月
山
の
麓
に
、
５
層
の
天
守
を
擁
す

る
本
丸
以
下
、
二
ノ
丸
・
三
ノ
丸
を
置

き
、
指
月
山
頂
に
は
要
害
（
詰
丸
）
を

設
け
て
い
た
。
萩
城
に
は
約
２
６
０
年

間
、
長
州
藩
の
政
庁
が
置
か
れ
た
。

　

武
家
地
に
つ
い
て
は
、
慶
長
10
年

（
１
６
０
５
）
以
降
、
家
臣
の
屋
敷
地

が
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
に
応
じ
て
配
分
さ

れ
て
い
っ
た
。
主
に
上
級
武
士
は
萩
城

三
ノ
丸
内
に
居
住
し
た
が
、
そ
れ
以
外

の
中
・
下
級
武
士
の
多
く
は
、
平
安
古
・

江
向
・
土
原
・
川
島
地
区
な
ど
に
居
住

し
た
。

　

町
人
地
に
つ
い
て
は
、
主
に
山
口
か

ら
町
人
が
呼
び
寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
ら
草

分
け
的
な
町
人
た
ち
が
各
町
を
と
り
し

き
っ
た
。
18
世
紀
初
頭
ま
で
に
町
人
地

は
28
町
に
固
定
さ
れ
、
瓦
町
に
置
か
れ

た
御
客
屋
に
お
い
て
執
務
す
る
萩
町
奉

行
の
管
轄
下
に
置
か
れ
た
。
た
だ
し
例

外
と
し
て
、
萩
城
下
町
の
外
港
の
機
能

を
有
し
た
浜
崎
町
・
浜
崎
新
町
の
２
町

は
浜
崎
宰
判
に
属
し
、
浜
崎
代
官
の
管

轄
下
に
置
か
れ
た
。

　

伝
統
的
な
技
術
を
担
う
職
人
は
、
城

下
町
の
内
部
あ
る
い
は
周
囲
に
居
住
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
業
を
営
ん
だ
。
そ
れ
ら

道
迫
真
吾
（
萩
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

旧町人地
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ヘ
ン
戦
争
で
清
（
中
国
）
が
イ
ギ
リ
ス

に
敗
れ
る
と
、
幕
藩
領
主
は
も
は
や
対

岸
の
火
事
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
と
の
危

機
感
を
募
ら
せ
た
。
な
か
で
も
長
州
藩

は
、
三
方
が
海
に
開
か
れ
、
か
つ
中
国

大
陸
に
近
い
と
い
う
地
理
的
要
因
が
重

な
る
こ
と
か
ら
、
海
防
強
化
に
必
要
な

軍
備
、
具
体
的
に
は
大
砲
や
軍
艦
の
洋

式
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
長
州

藩
は
、
城
下
町
周
辺
で
在
来
の
知
識
・

技
術
を
動
員
し
、
自
力
で
軍
備
の
近
代

化
に
挑
戦
す
る
の
で
あ
る
。

　

も
と
も
と
日
本
で
は
、
18
世
紀
半
ば

以
降
に
、
医
学
を
中
心
と
す
る
西
洋
の

知
識
が
オ
ラ
ン
ダ
経
由
で
入
っ
て
蘭
学

が
盛
ん
に
な
り
、
蘭
方
医
学
が
発
達
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
19
世
紀
半
ば
に

至
る
と
軍
事
的
な
危
機
が
高
ま
っ
た
た

め
、
蘭
学
の
担
い
手
、
す
な
わ
ち
蘭
学

者
が
、
医
者
や
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
な
ど
か

ら
武
士
へ
と
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。
つ

ま
り
ア
ヘ
ン
戦
争
情
報
の
流
入
に
よ
っ

て
、
蘭
学
に
軍
事
科
学
の
側
面
が
加
わ

り
、
性
質
が
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
蘭
学
は
、
オ
ラ
ン
ダ
以
外
の
西
洋

の
言
語
が
流
入
し
て
く
る
と
、
洋
学
と

し
て
一
層
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

幕
藩
領
主
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
情
報
に

よ
っ
て
、
戦
（
軍
事
）
と
い
う
武
士
の

本
分
に
目
覚
め
た
。
彼
ら
は
、
旧
来
の

伝
統
的
な
和
式
大
砲
で
は
欧
米
列
強
に

と
う
て
い
勝
ち
目
が
な
い
こ
と
を
敏
感

に
察
知
し
、
大
砲
や
軍
艦
な
ど
軍
備
の

洋
式
化
を
急
い
だ
。
つ
ま
り
、
現
在
か

ら
見
れ
ば
大
変
不
幸
な
こ
と
で
は
あ
る

が
、
日
本
は
、
軍
事
技
術
関
連
の
分
野

ＪＲ山陰本線

東萩駅

玉江駅

萩駅

至長門市

至山口市

至益田市

跡
遺
鉄
製
ら
た
た
山
板
大
至

萩城下町（城跡）

萩城下町
（旧上級武家地）

萩城下町（旧町人地）

松下村塾

恵美須ヶ鼻造船所跡

萩反射炉

4

2

1

5

4

4

●

●

●

Hagi Castle Town
Ruins of the Castle

Hagi Castle Town
The District of the Merchant Class

Hagi Castle Town
The District of the Upper Class Samurai

Hagi Reverberatory Furnace

Ebisugahana Shipyard

Shokasonjuku 
Academy

萩反射炉

玉江駅

萩駅

越ヶ浜駅

長門大井駅

奈古駅

山陰道  

（自動車専用道路）

191

67

10

11

11
指月山

笠山

阿武町

福井

肥島

羽島

316

大板山たたら
製鉄遺跡 山の口ダム

恵美須ヶ鼻造船所跡

松下村塾

（旧町人地）

萩城下町
（旧上級武家地）
（城跡）

東萩駅

●

3

Ohitayama Tatara Iron Works

か
ら
工
業
化
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
幕
藩
領
主
が
そ
れ
ぞ
れ
自

力
で
工
業
化
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
試

行
錯
誤
の
連
続
で
あ
っ
た
。
長
州
藩
に

お
い
て
も
、
城
下
町
で
数
世
紀
に
わ

た
っ
て
培
わ
れ
た
在
来
技
術
を
総
動
員

し
、
近
代
化
に
向
け
て
努
力
し
た
が
、

そ
の
取
り
組
み
は
小
規
模
で
、
実
験
的

な
域
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
日
本
が
近
代
化
・
工
業
化

し
て
い
く
過
程
で
、
萩
は
そ
の
変
化
の

影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
け
な
か
っ
た
た
め
、

萩
城
下
町
は
封
建
社
会
の
姿
を
ほ
と
ん

ど
変
え
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
た
。

近
代
化
へ
の
試
行
錯
誤
の
舞
台
と
な
っ

た
萩
城
下
町
は
、
近
代
化
以
前
の
日
本
、

す
な
わ
ち
封
建
社
会
の
様
相
を
濃
厚
に

物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
幕
末
の
日
本
で
は
、
長
州
藩

以
外
に
も
佐
賀
藩
や
薩
摩
藩
な
ど
有
力

な
諸
藩
が
工
業
化
に
取
り
組
ん
だ
。
こ

の
両
藩
の
工
業
化
へ
の
努
力
が
長
州
藩

の
そ
れ
を
凌
駕
す
る
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
現
在

で
は
佐
賀
市
に
も
鹿
児

島
市
に
も
、
都
市
開
発

そ
の
他
の
影
響
で
城
下

町
の
様
子
が
残
存
し
て

い
な
い
。
西
南
雄
藩
に

数
え
ら
れ
る
佐
賀
・
薩

摩
・
長
州
の
３
藩
が
自

力
で
工
業
化
に
取
り
組

ん
だ
と
一
口
に
い
っ
て

も
、
幕
末
の
地
域
社
会
の
姿
を
濃
厚
に

現
代
に
伝
え
て
い
る
の
は
、
萩
市
だ
け

で
あ
る
。
要
す
る
に
萩
城
下
町
は
、
工

業
化
の
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
城
下
町
の

典
型
と
し
て
資
産
に
加
え
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

な
お
、
明
治
政
府
が
中
央
集
権
的
な

統
一
国
家
を
建
設
す
る
過
程
で
、
廃

藩
置
県
や
徴
兵
令
な
ど
に
よ
り
、
全

国
の
不
平
士
族
が
不
穏
な
動
き
を

す
る
中
、
明
治
政
府
は
明
治
６
年

（
１
８
７
３
）、
一
部
を
除
く
全
国
の
城

郭
の
解
体
な
ど
を
指
示
。
そ
の
意
向
を

受
け
て
、
萩
城
下
町
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
っ
た
萩
城
は
明
治
７
年（
１
８
７
４
）

に
解
体
さ
れ
た
。
石
垣
を
残
す
だ
け
と

な
っ
た
現
在
の
萩
城
跡
は
、
封
建
社
会

か
ら
近
代
社
会
へ
の
移
り
変
わ
り
を
視

覚
的
に
表
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

萩
市
は
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
」
を
構
成
す
る
自
治
体
の
中
で
、
現

代
に
お
い
て
も
唯
一
城
下
町
の
様
子
を

色
濃
く
残
し
て
い
る
都
市
と
し
て
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
。

旧上級武家地

　

11
月
29
日
ま
で
、萩
博
物
館
で
開

催
中
の
、世
界
遺
産
登
録
記
念
企
画

展
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
と

萩
」の
図
録
。萩
の
資
産
の
位
置
づ
け

と
と
も
に
、幕
末
の
萩
（
長
州
）藩
が

取
り
組
ん
だ
工
業
化
の
試
行
錯
誤
の

段
階
か
ら
明
治
政
府
に
よ
る
工
業
化

の
実
現
へ
と
至
る
一
連
の
軌
跡
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、５
つ
の

資
産
の
詳
し
い
紹
介
も
掲
載
。

▽
Ｂ
５
版
、
80
ペ
ー
ジ

▽
図
版
（
39
ペ
ー
ジ
）、
全
23
構
成

資
産
の
解
説
、
資
料
「
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産
」
世
界
遺
産
登
録
に

至
る
記
録
、
各
論 

萩
の
資
産
の
歴

史
的
経
緯
と
価
値

▽
価
格　

１
０
０
０
円
（
税
込
）

▽
販
売
所　

萩
博
物
館
（
配
送
可
）

■
問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館

　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）

■萩の資産配置図
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自
家
製
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
が
自
慢
の
「
お

好
み
焼
き
レ
ス
ト
ラ
ン
ふ
く
だ
や
」。

名
物
の
お
好
み
焼
き
や
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
定
食
は
、
長
年
、
地
元
の
学
生
か
ら

年
配
の
方
ま
で
幅
広
い
世
代
に
愛
さ
れ

て
い
ま
す
。
店
を
切
り
盛
り
す
る
４
代

目
店
主
の
福
田
誠
さ
ん
と
妻
の
雅
子
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

店
内
に
入
る
と
広
が
る
香
ば
し
い

ソ
ー
ス
の
香
り
が
食
欲
を
そ
そ
る
。
厨

房
で
腕
を
振
る
う
の
は
店
主
の
誠
さ
ん
、

温
か
い
笑
顔
で
客
を
迎
え
る
の
は
妻
の

雅
子
さ
ん
で
す
。
休
日
に
は
学
生
ア
ル

バ
イ
ト
が
入
り
ま
す
が
、
平
日
は
夫
婦

で
店
を
切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
く
だ
や
は
、
戦
前
に
曾
祖
父
が
開

い
た
食
堂
が
始
ま
り
。「
当
時
、
今
の

税
務
署
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
芝
居
小
屋

の
見
物
客
が
多
く
訪
れ
、
店
も
流
行
っ

て
い
た
よ
う
で
す
」
と
誠
さ
ん
は
話
し

ま
す
。

　

そ
の
後
、
祖
父
、
父
へ
と
受
け
継
が

れ
、
主
に
定
食
類
を
提
供
し
て
い
ま
し

た
が
、
誠
さ
ん
が
小
学
生
だ
っ
た
昭
和

40
年
代
、「
大
阪
の
伯
父
か
ら
、
当
時
、

関
西
で
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
た
お
好
み

焼
き
を
勧
め
ら
れ
た
」
こ
と
か
ら
店
で

始
め
た
と
こ
ろ
人
気
を
呼
び
、
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
に
。
ほ
ど
な
く
、
２
階
を

お
好
み
焼
き
専
用
に
、
１
階
は
定
食
類

を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
改
装
し
ま

し
た
。
景
気
も
上
り
調
子
の
中
、
コ
ッ

ク
を
は
じ
め
と
す
る
従
業
員
や
パ
ー
ト

も
多
く
雇
用
す
る
ほ
ど
繁
盛
し
ま
し
た
。 　

そ
の
頃
、「
お
好
み
焼
き
命
。
と
に

か
く
熱
心
だ
っ
た
」
と
い
う
誠
さ
ん
の

母
が
、
下
関
の
と
あ
る
店
で
手
づ
く
り

の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
出
会
い
ま
す
。「
材

料
を
教
え
て
も
ら
い
、
自
分
で
熱
心
に

研
究
を
重
ね
て
、
今
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
が

出
来
上
が
っ
た
」
と
雅
子
さ
ん
。「
ふ

く
だ
や
の
お
ば
ち
ゃ
ん
と
言
っ
た
ら
有

名
。
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
残
し
た
ら
注
意
を

し
て
い
ま
し
た
ね
。
お
ば
ち
ゃ
ん
に
よ

く
怒
ら
れ
た
と
言
う
お
客
さ
ん
も
多
い

で
す
」
と
笑
っ
て
話
し
ま
す
。

　

自
家
製
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
フ
ァ
ン
は
多

く
、
昔
は
お
好
み
焼
き
以
外
の
料
理
に

か
け
て
食
べ
る
客
や
、
販
売
し
て
ほ
し

い
と
い
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。「
ク
リ
ー
ミ
ー
で
、
自
己
主
張

し
過
ぎ
な
い
の
が
良
い
の
か
な
」
と
雅

子
さ
ん
は
人
気
の
理
由
を
考
え
ま
す
。

現
在
78
歳
に
な
っ
た
母
は
店
に
出
て

い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
味
は
誠
さ
ん
が
受

け
継
い
で
い
ま
す
。
お
盆
に
は
、
こ
の

懐
か
し
の
味
を
求
め
て
多
く
の
帰
省
客

が
訪
れ
、
普
段
は
１
回
で
数
日
分
の
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
を
作
る
と
こ
ろ
、
毎
日
の
よ

う
に
作
ら
な
け
れ
ば
間
に
合
わ
な
い
ほ

ど
の
忙
し
さ
。
家
族
で
来
て
い
た
と
か
、

学
生
時
代
に
友
達
や
恋
人
と
来
て
い
た

な
ど
、
店
で
の
思
い
出
を
語
る
客
も
多

い
そ
う
で
す
。

　

誠
さ
ん
は
、
萩
商
業
高
校
卒
業
後
、

大
学
と
調
理
師
の
専
門
学
校
を
卒
業
し
、

神
戸
の
ホ
テ
ル
で
フ
レ
ン
チ
や
イ
タ
リ

ア
ン
の
修
業
を
重
ね
ま
し
た
。
28
歳
の

時
に
帰
郷
後
、
神
戸
で
出
会
っ
た
雅
子

さ
ん
と
結
婚
。
修
業
時
代
に
培
っ
た
技

術
を
活
か
し
て
洋
食
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実

さ
せ
、
夫
婦
で
家
業
を
盛
り
立
て
ま
し

た
。
し
か
し
、
次
第
に
景
気
も
悪
化
し
、

人
口
も
減
少
。
周
囲
に
安
価
な
フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
増
え
ま
し
た
。

店
を
改
装
し
た
15
年
前
か
ら
は
、
１
階

の
み
で
営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
は
お
好
み
焼
き
を
食
べ
る
客
で
賑

わ
っ
て
い
た
店
内
も
、
最
近
で
は
、
同

程
度
の
金
額
で
あ
れ
ば
定
食
を
好
む
学

生
や
若
者
が
多
い
そ
う
。「
今
の
若
い

人
は
、
ふ
く
だ
や
と
言
え
ば
、
お
好
み

焼
き
で
は
な
く
、
定
食
と
い
う
人
が
多

い
と
思
う
」
と
２
人
。
中
高
生
限
定
の

５
０
０
円
定
食
も
提
供
し
て
お
り
、「
進

学
な
ど
で
萩
か
ら
出
た
子
が
帰
省
す
る

と
、
定
食
を
食
べ
に
訪
れ
て
く
れ
た
り
、

ふ
く
だ
や
が
近
く
に
あ
っ
た
ら
い
い
の

に
と
言
っ
て
く
れ
た
り
す
る
子
も
い
ま

す
」
と
雅
子
さ
ん
。
一
方
で
誠
さ
ん
は
、

「
や
は
り
、
看
板
メ
ニ
ュ
ー
は
お
好
み

焼
き
」と
話
し
ま
す
。若
い
世
代
に
も
っ

と
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
、
チ
ー
ズ
や

ウ
イ
ン
ナ
ー
、
餅
な
ど
を
ト
ッ
ピ
ン
グ

し
た
メ
ニ
ュ
ー
も
加
え
て
、
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
ま
す
。

　

夫
婦
の
間
に
は
３
人
の
子
ど
も
が
い

ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
後
継
ぎ
は
い

ま
せ
ん
。
客
か
ら
も
「
店
を
無
く
さ
な

い
で
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、「
動
け
る

う
ち
は
、
２
人
で
や
れ
ば
え
え
ね
」
と

誠
さ
ん
。
今
後
、
年
齢
を
重
ね
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
定
食
類
の
メ
ニ
ュ
ー
を

減
ら
す
こ
と
も
検
討
し
ま
す
が
、「
い

つ
も
頼
む
お
客
さ
ん
が
い
る
か
ら
ダ

メ
」
と
雅
子
さ
ん
の
承
諾
は
な
か
な
か

得
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
「
で
も
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
は
作
り
続
け

る
よ
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、
普
通
の
お

好
み
焼
き
屋
に
な
っ
て
し
ま
う
。
母
が

こ
だ
わ
っ
た
お
好
み
焼
き
の
味
と
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
は
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
夫
婦

揃
っ
て
想
い
は
同
じ
。
こ
れ
か
ら
も
母

の
味
を
守
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

■
お
好
み
焼
き
レ
ス
ト
ラ
ン
ふ
く
だ
や

住
所
：
萩
市
唐
樋
町
26

営
業
時
間
：
午
前
11
時
～
午
後
３
時
、

午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分

定
休
日
：
火
曜
日

☎
０
８
３
８
・
２
２
・
１
６
４
２

店主
（55 歳）

（53 歳）

福田 誠
まこと

 

雅子 

さん

さん

店の外観

店の内観
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に
就
職
し
ま
す
が
、
組
織
で
働
く
こ
と

が
自
分
に
は
合
わ
な
い
よ
う
に
感
じ
、

21
歳
の
時
に
退
職
。
そ
の
後
は
ア
ル
バ

イ
ト
生
活
を
し
な
が
ら
、
週
に
一
度
は

友
人
と
都
心
へ
遊
び
に
行
く
な
ど
し
て
、

都
会
で
の
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
24
歳
の
時
、
体
調
を
崩
し
た

こ
と
か
ら
、
萩
へ
帰
郷
し
ま
し
た
。

　

帰
郷
後
は
、
市
内
の
ホ
テ
ル
に
就
職

し
ま
す
が
、
当
時
の
私
は
、
自
分
が
ど

こ
で
何
を
し
た
い
の
か
が
見
え
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
姉
が
購
入

し
て
き
た
県
内
各
地
の
カ
フ
ェ
を
紹
介

す
る
本
を
参
考
に
、
休
日
に
ラ
ン
チ
を

兼
ね
て
、
姉
と
カ
フ
ェ
巡
り
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な

店
や
ホ
ッ
と
落
ち
着
く
よ
う
な
店
な
ど
、

多
種
多
様
な
雰
囲
気
の
カ
フ
ェ
を
巡
る

の
は
楽
し
く
、
店
休
日
で
は
な
い
は
ず

な
の
に
、
到
着
し
た
ら
お
休
み
し
て
い

る
店
な
ど
も
あ
り
、
そ
の
自
由
な
営
業

ス
タ
イ
ル
も
私
に
と
っ
て
は
新
鮮
で
し

た
。

　

都
会
で
し
か
楽
し
み
を
見
つ
け
ら
れ

な
い
と
思
っ
て
い
た
私
が
、田
舎
で「
カ

フ
ェ
巡
り
」
と
い
う
趣
味
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
、
次
第
に
、
カ
フ
ェ
で
あ

れ
ば
、
自
分
に
合
っ
た
ス
タ
イ
ル
で
開

業
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
カ
フ
ェ
本

に
は
、
萩
市
内
の
お
店
が
掲
載
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ラ
ン
チ
が

で
き
る
自
分
好
み
の
カ
フ
ェ
を
萩
で
開

き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

29
歳
の
時
、
開
業
に
向
け
て
の
勉
強

の
た
め
、
カ
フ
ェ
激
戦
区
と
言
わ
れ
て

い
る
福
岡
へ
移
り
住
み
ま
す
。
派
遣
社

員
を
し
な
が
ら
、
休
日
は
さ
ま
ざ
ま
な

カ
フ
ェ
を
見
て
ま
わ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
や

料
理
の
盛
り
付
け
、
イ
ン
テ
リ
ア
や
席

数
、
厨
房
の
造
り
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
。

自
宅
で
は
、
レ
シ
ピ
本
を
参
考
に
メ

ニ
ュ
ー
を
考
え
た
り
し
て
、
自
分
な
り

に
研
究
を
重
ね
ま
し
た
。

　

33
歳
の
時
、
再
び
萩
へ
帰
郷
。
釜
飯

屋
だ
っ
た
物
件
を
改
装
し
、
昨
年
３
月
、

念
願
だ
っ
た
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
店
に
は
、
自
分
の
“
好
き
”
を

詰
め
込
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
北
欧
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
家
具
類
を

使
用
。
テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス
、
照
明
な
ど

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
形
や
色
が
異
な
る
不

揃
い
な
も
の
を
配
置
し
、
そ
の
日
の

気
分
で
座
る
場
所
を
選
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
遊
び
心
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。

く
つ
ろ
げ
る
場
所
に
し
た
い
と
い
う
思

い
も
あ
り
、
木
材
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
風

合
い
の
も
の
を
使
用
。
内
装
工
事
は
、

友
人
の
プ
ロ
や
家
族
に
も
手
伝
っ
て
も

ら
い
、
手
作
り
の
温
か
み
の
あ
る
空
間

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
オ
ー
プ
ン
し
て
１
年
半
が
経

ち
ま
し
た
。
人
気
の
週
替
わ
り
定
食
は
、

メ
イ
ン
料
理
に
加
え
て
、
野
菜
た
っ
ぷ

り
の
副
菜
を
４
品
提
供
し
て
い
ま
す
。

女
性
は
も
ち
ろ
ん
、
男
性
お
一
人
で
毎

週
来
ら
れ
る
方
も
い
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー

の
方
が
多
い
で
す
ね
。

　

私
の
料
理
は
、
母
の
影
響
が
大
き

く
、
新
メ
ニ
ュ
ー
は
料
理
上
手
な
母
と

一
緒
に
作
っ
て
試
食
し
て
い
ま
す
。
幼

い
頃
か
ら
食
べ
慣
れ
た
母
の
味
は
舌
が

覚
え
て
い
ま
す
し
、
メ
ニ
ュ
ー
の
相
談

に
の
っ
て
く
れ
る
母
は
、
私
に
と
っ
て

師
匠
で
あ
り
、尊
敬
し
て
い
ま
す
。「
こ

の
料
理
を
作
り
た
い
！
」
と
思
っ
た
ら
、

時
に
は
夜
中
ま
で
台
所
に
立
ち
、
家
族

や
周
囲
の
人
た
ち
に
手
料
理
を
振
る
舞

う
と
こ
ろ
は
、
確
実
に
私
に
も
遺
伝
し

　

昨
年
３
月
、
城
下
町
の
入
り
口
に

オ
ー
プ
ン
し
た
「
Ｐ
ａ
ｔ
ｒ
ａ 

ｃ
ａ

ｆ
ｅ
」。
白
を
基
調
と
し
た
オ
シ
ャ
レ

で
温
か
み
の
あ
る
カ
フ
ェ
の
野
菜
た
っ

ぷ
り
の
ラ
ン
チ
は
、
地
元
客
を
中
心
に

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
オ
ー
ナ
ー
の

中
村
理
恵
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
中
学
生
の
頃
か
ら
、
自
分
の

興
味
が
あ
る
も
の
を
楽
し
む
こ
と
も
で

き
ず
、
自
由
が
な
い
と
感
じ
て
い
た
田

舎
が
嫌
い
で
し
た
。
都
会
へ
の
憧
れ
が

強
く
、
萩
光
塩
学
院
高
校
を
卒
業
後
は
、

千
葉
の
大
手
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｐ
ａ
ｔ
ｒ
ａ 

ｃ
ａ
ｆ
ｅ
（
パ
ト
ラ
カ
フ
ェ
）

（
萩
市
在
住
、36
歳
）

て
い
て
、
今
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。　

　

以
前
、
お
客
様
か
ら
、
お
店
で
提
供

さ
れ
て
い
る
料
理
な
の
に
、
誰
か
特
定

の
人
に
作
っ
て
い
る
よ
う
な
、
そ
ん
な

愛
情
が
注
が
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
、

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
自

身
、
親
し
み
や
す
い
家
庭
料
理
の
中
に
、

い
つ
も
と
違
っ
た
ひ
と
味
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
ね
。

　

ま
た
、
ラ
ン
チ
営
業
だ
け
で
な
く
、

月
に
一
回
、
美
祢
市
の
パ
ン
工
房
に
よ

る
出
張
販
売
や
、
無
添
加
・
無
農
薬
の

ワ
イ
ン
を
楽
し
む
「
満
月
会
」
を
開
催

し
て
い
る
ほ
か
、
時
に
は
、
市
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
に
も
出
店
し
て
お
り
、
今
後

は
、
市
内
の
他
店
舗
や
異
業
種
の
方
と

も
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
た
ら
と
も

思
い
ま
す
。

　

変
化
し
続
け
る
こ
と
を
大
切
に
し
な

が
ら
も
、
や
っ
と
見
つ
け
ら
れ
た
自
分

の
居
場
所
で
あ
る
店
を
し
っ
か
り
と
守

り
、
長
く
愛
さ
れ
る
カ
フ
ェ
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
パ
ト
ラ
カ
フ
ェ

住
所
：
萩
市
平
安
古
町
６
０
３
番
地
３

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
：
11
時
30
分
～
15
時

カ
フ
ェ
タ
イ
ム
：
15
時
～
18
時
30
分

定
休
日
：
不
定
休

☎
０
８
３
８
・
２
１
・
７
０
７
５

中
村 

理り

え恵
さ
ん

※週替わり定食 800 円、グリーン
カレー 650 円、ガパオ丼 650 円
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萩
の
主
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
水
産

業
に
お
い
て
、
生
産
者
の
担
い
手
育
成

や
、
消
費
者
へ
の
魚
食
普
及
な
ど
、
次

世
代
へ
つ
な
ぐ
取
り
組
み
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
注
目
さ

れ
る
の
が
、
女
性
の
力
で
す
。

　
「
第
18
回
全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者

交
流
大
会
」
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
団
体
、三
見
シ
ー
マ
ザ
ー
ズ（
会

員
29
人
）
の
代
表
を
務
め
、
今
年
６
月

の
「
全
国
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会
」

で
会
長
理
事
に
就
任
し
た
吉
村
榮
子
さ

ん
に
、
活
動
の
原
点
や
今
後
の
展
望
な

ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
陰
道
を
明

あ
け
い
し石

IC
か
ら
海
へ
向
か
っ

て
降
り
る
と
、
目
が
さ
め
る
ほ
ど
美
し

い
青
の
絶
景
を
見
渡
す
、道
の
駅
「
萩
・

さ
ん
さ
ん
三
見
」
が
あ
り
ま
す
。
平
成

22
年
春
の
オ
ー
プ
ン
以
降
、
こ
こ
の
評

判
を
上
げ
続
け
る
魅
力
の
一
つ
が
、
レ

ス
ト
ラ
ン
「
鯖
島
食
堂
」
で
す
。
運
営

メ
ン
バ
ー
は
、
山
口
県
漁
協
三
見
支
店

女
性
部
か
ら
発
足
し
た
「
三
見
シ
ー
マ

ザ
ー
ズ
」
を
中
心
と
す
る
“
浜
の
お
母

さ
ん
”
た
ち
。
料
理
に
は
、
朝
４
時
か

ら
仕
入
れ
る
良
質
な
地
魚
を
惜
し
み
な

く
使
う
こ
と
を
信
条
に
、
魚
ど
こ
ろ

の
下
関
か
ら
も
フ
ァ
ン
を
呼
び
、
休
日

に
は
午
前
11
時
半
に
売
り
切
る
こ
と
も
。

26
年
度
の
総
売
り
上
げ
は
５
０
０
０
万

円
超
と
右
肩
上
が
り
の
成
長
で
す
が
、

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
原
材
料
費
と
人
件

費
に
充
て
る
た
め
、
団
体
と
し
て
の
利

益
は
な
い
に
等
し
い
と
か
。

　
「
私
た
ち
の
活
動
は
、地
域
を
元
気
に

し
、自
分
も
含
め
た
高
齢
者
が
元
気
に

働
け
る
よ
う
に
、と
い
う
思
い
が
す
べ

て
」と
話
す
吉
村
さ
ん
。今
や
高
齢
化
率

が
48
％
と
な
り
、漁
協
正
会
員
約
50
人

の
う
ち
60
歳
以
上
が
80
％
を
上
回
る
三

見
地
区
。そ
ん
な
状
況
を
目
の
当
た
り

に
し
た
こ
と
を
機
に
、自
ら
の
行
動
で

元
気
を
生
み
出
し
た
の
が
、三
見
シ
ー

マ
ザ
ー
ズ
が
歩
ん
で
き
た
10
年
で
す
。

　

20
年
前
か
ら
、
地
域
の
高
齢
者
を
招

い
て
食
事
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
す
る
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
毎
月

開
催
し
て
い
た
女
性
部
。
そ
こ
で
、
毎

日
の
食
事
に
困
る
と
い
う
生
の
声
を
聞

き
、
地
の
食
材
で
弁
当
を
作
っ
て
配
達

し
よ
う
と
い
う
提
案
が
持
ち
上
が
り
、

平
成
18
年
に
団
体
を
結
成
、
翌
年
活
動

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
魚
の
生
か
し
方

で
す
。
漁
獲
し
た
魚
の
な
か
に
は
、
サ

イ
ズ
や
量
が
市
場
規
格
に
当
て
は
ま
ら

な
い
こ
と
で
、
残
念
な
が
ら
未
利
用
と

な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
値
が
付
か
な

け
れ
ば
自
宅
や
知
り
合
い
で
消
費
す
る

ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
獲
っ
て
も
売
れ
な

い
も
ど
か
し
い
事
態
を
解
決
す
べ
く
、

そ
れ
ら
を
購
入
し
て
弁
当
や
特
産
品
に

加
工
し
、
地
の
資
源
を
有
効
活
用
。
そ

れ
が
漁
家
の
増
収
に
も
つ
な
が
る
こ
と

と
な
り
、「
一
石
三
鳥
」
な
取
り
組
み

が
地
域
を
活
気
づ
け
ま
し
た
。
22
年
春

に
は
道
の
駅
に
出
店
し
、
同
年
夏
に
は

株
式
化
し
て
地
域
雇
用
を
創
出
。
60
歳

以
上
の
女
性
が
元
気
に
働
く
起
業
モ
デ

ル
と
し
て
、
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。

　
「
使
う
魚
は
朝
締
め
の
も
の
だ
け
。

月
に
２
０
０
０
食
を
超
え
る
お
弁
当
作

り
は
大
変
で
す
が
、
お
い
し
い
魚
を

使
っ
て
地
域
内
外
の
人
が
喜
ん
で
く
れ

る
こ
と
で
、
私
た
ち
も
元
気
に
な
り
ま

す
。
平
均
年
齢
は
69
歳
。
地
元
で
は
、

定
年
迎
え
た
ら
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
と
声

を
か
け
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
笑
う
吉

村
さ
ん
。「
活
動
の
原
点
は
福
祉
。
お

弁
当
は
、
小
さ
く
刻
む
介
護
食
も
承
っ

て
い
ま
す
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
車
い

す
利
用
者
の
方
に
も
積
極
的
に
お
越
し

い
た
だ
い
て
い
ま
す
」。
丁
寧
な
出
来

上
が
り
、
や
さ
し
い
塩
梅
、
そ
れ
ら
か

ら
も「
ま
ご
こ
ろ
」が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

加
工
・
販
売
の
ほ
か
、
活
動
の
柱
と

し
て
力
を
入
れ
る
の
が
、
魚
食
の
普
及

で
す
。園
児
や
小
中
学
生
、女
性
グ
ル
ー

プ
な
ど
を
対
象
に
年
30
回
ほ
ど
料
理
教

室
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
交
流
を
重
ね

る
た
び
、
魚
を
食
べ
る
機
会
が
減
っ
て

い
る
と
実
感
し
た
そ
う
で
す
。

　

就
学
前
の
子
ど
も
に
は
触
る
こ
と
か

ら
親
し
ん
で
も
ら
い
、
一
緒
に
食
べ
て

魚
の
話
を
し
ま
す
。「
今
日
の
魚
は
お

い
し
い
、
と
い
う
言
葉
が
本
当
に
う
れ

し
い
。
現
代
は
働
く
女
性
も
多
く
、
帰

宅
後
に
魚
を
お
ろ
す
こ
と
か
ら
始
め
る

の
は
大
変
な
た
め
、
ス
ー
パ
ー
に
売
っ

て
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
身
な
ど
、
手
軽
な
素

材
で
チ
ャ
チ
ャ
ッ
と
料
理
が
で
き
る
こ

と
を
ポ
イ
ン
ト
に
、“
浜
の
お
母
さ
ん
”

流
の
郷
土
色
に
こ
だ
わ
っ
て
レ
シ
ピ
を

開
発
し
て
い
ま
す
」。

　

最
後
に
、
今
年
か
ら
全
国
漁
協
女
性

部
連
絡
協
議
会
の
会
長
理
事
に
就
任
し

た
吉
村
さ
ん
に
、
決
意
を
伺
い
ま
し
た
。

「
魚
食
は
も
ち
ろ
ん
、
萩
の
Ｐ
Ｒ
を
自

分
の
言
葉
で
し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
ま

す
」。
萩
の
海
を
代
表
す
る
女
性
リ
ー

ダ
ー
が
、
こ
れ
か
ら
２
年
、
全
国
の
浜

の
お
母
さ
ん
代
表
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

■
三
見
シ
ー
マ
ザ
ー
ズ

住
所
：
萩
市
三
見
３
３
３
３
（
山
口
県

漁
協
三
見
支
店
）

☎
０
８
３
８
・
２
７
・
０
０
４
１
（
道
の

駅 

萩
・
さ
ん
さ
ん
三
見
）

（萩市三見在住、79 歳）
吉村 榮

え い こ

子さん

三見シーマザーズのみんなで
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萩
へ
の
「
愛
」
を
熱
源
に
、
ま
ち
に

活
力
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
有
志
団
体

「
萩
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
主
要
メ
ン
バ
ー
は
市
内
在
住
30
～

40
歳
代
の
10
人
ほ
ど
で
す
が
、
平
成
21

年
春
の
結
成
以
来
、
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
じ
、
思
い
を
共
に
す
る
賛
同

者
は
数
多
く
、
今
後
の
萩
を
担
う
世
代

へ
大
き
な
刺
激
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
精
力
的
な
活
動
に
つ
い
て
、
大
平
憲

二
代
表
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
を
県
外
で
過
ご
し
た
後
、

萩
に
帰
り
市
職
員
や
労
組
役
員
と
し
て

務
め
る
な
か
で
、
市
内
外
の
人
と
多
く

出
会
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
生
ま
れ
た
の
が
、「
外
か
ら
見
た
萩
」

と
い
う
意
識
。
活
性
化
の
課
題
は
ど
の

地
方
に
も
あ
る
こ
と
を
社
会
の
一
員
と

し
て
改
め
て
気
付
き
、
生
ま
れ
育
っ
た

萩
に
向
き
合
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
、
友
人
や
地
域
の
仲
間
ら
が
集
ま

る
と
、
出
て
く
る
の
は
将
来
の
萩
へ
の

不
安
や
娯
楽
が
少
な
い
こ
と
へ
の
不
満

な
ど
、
後
ろ
向
き
な
発
言
が
目
立
ち
ま

し
た
。
そ
れ
は
一
つ
の
郷
土
愛
で
は
あ

り
ま
す
が
、
思
う
だ
け
で
な
く
、
行
動

に
移
す
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
同
僚
や
同
級
生
に
声
を
か

け
、
萩
の
20
～
30
歳
代
の
10
人
で
、
平

成
21
年
に
「
萩
Ｌ
Ｏ
V
Ｅ
」
を
結
成
。

み
ん
な
萩
が
好
き
で
、「
も
っ
と
元
気

で
楽
し
い
ま
ち
に
し
た
い
」、「
一
人
の

力
じ
ゃ
無
理
な
こ
と
も
、
み
ん
な
が
集

ま
れ
ば
ア
イ
デ
ア
や
力
が
生
ま
れ
る
は

ず
！
」
と
い
う
熱
い
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
。

そ
ん
な
直
球
の
思
い
が
、
団
体
名
に
こ

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
萩
焼
職
人
や
観
光
協

会
職
員
、
幼
稚
園
教
諭
な
ど
多
業
種
で

得
意
分
野
も
広
範
囲
。
せ
っ
か
く
思
い

を
持
っ
て
い
る
人
が
い
て
も
バ
ラ
バ
ラ

な
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
そ
こ
で
、
誰

で
も
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
目
指
し
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

イ
ベ
ン
ト
や
観
光
情
報
を
身
近
な
感
覚

で
掲
載
。
地
元
の
方
に
利
用
し
て
も
ら

い
、
さ
ら
に
市
外
へ
の
発
信
も
期
待
で

き
る
と
い
う
長
所
に
着
目
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
地
場
精
密
機
械
メ
ー
カ
ー
の

協
力
で
椿
油
を
搾
っ
た
り
、
幼
稚
園
で

職
人
が
直
に
指
導
す
る
萩
焼
体
験
な
ど
、

メ
ン
バ
ー
か
ら
溢
れ
出
る
発
案
を
も
と

に
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
活
性
化
を

実
現
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

あ
る
時
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
き
っ
か

け
に
国
内
外
で
活
躍
す
る
和
太
鼓
演
奏

者
か
ら
、
萩
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
希
望
が

届
き
、浜
崎
伝
建
地
区
で
行
わ
れ
る「
御

船
倉
コ
ン
サ
ー
ト
」
出
演
に
結
び
つ
き

ま
し
た
。
人
生
の
豊
か
さ
は
、
人
と
の

出
会
い
が
大
き
く
影
響
す
る
も
の
で
す
。

た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
活
動
ご
と
に
意
義
を
増
し
、
そ

こ
で
生
ま
れ
た
ご
縁
で「
萩
Ｌ
Ｏ
V
Ｅ
」

協
力
者
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
ウ
ェ
ブ
発
信
が
発
展
す

る
な
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
充
実
の
一
環

と
し
て
、
平
成
23
年
春
か
ら
「
萩
Ｌ

Ｏ
V
Ｅ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
と
い
う
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。
萩
商
工
高
校
情

報
デ
ザ
イ
ン
科
３
年
の
生
徒
が
萩
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
紹
介
す
る
コ
ン
テ

ン
ツ
制
作
に
挑
戦
し
、
萩
Ｌ
Ｏ
V
Ｅ
に

所
属
す
る
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
メ
ン

タ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
、
東
京
か
ら
の
特
別

ゲ
ス
ト
が
、
週
２
回
ほ
ど
講
師
と
し
て

指
導
す
る
熱
血
特
別
授
業
で
す
。

　

今
年
は
、
高
校
生
の
視
点
で
社
会
や

暮
ら
し
の
な
か
か
ら
問
題
や
課
題
を

見
つ
け
、
そ
の
解
決
方
法
を
提
案
す

る
「
全
国
高
等
学
校
デ
ザ
イ
ン
選
手
権

大
会
」
に
13
チ
ー
ム
が
応
募
（
全
国
で

１
２
４
７
チ
ー
ム
）
し
、
１
チ
ー
ム
が

決
勝
進
出
を
決
め
ま
し
た
。
県
内
初
の

栄
冠
と
聞
き
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
頬
を

緩
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
ま
ち
を
活
性
化
す
る
主

役
に
メ
ン
バ
ー
が
立
つ
こ
と
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
の

取
り
組
み
は
一
つ
の
分
岐
点
と
な
り
ま

し
た
。
私
自
身
が
30
歳
代
か
ら
40
歳
代

へ
移
り
変
わ
る
時
期
で
、
子
を
持
つ
親

と
し
て
も
、
次
世
代
が
大
人
に
な
っ
た

と
き
の
萩
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
10
年
後
や
20
年
後
に
は
、
現
在
あ

る
職
業
の
多
数
が
不
要
と
な
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
る
時
代
。
そ
の
こ
ろ
社
会
に

出
る
子
ど
も
た
ち
が
萩
で
暮
ら
し
、
豊

か
な
人
生
を
送
る
環
境
が
あ
る
か
ど
う

か
、
危
機
感
と
使
命
感
を
持
た
ず
に
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
す
る
た
め
、
今
後
の
萩
を
支
え
る
人

材
育
成
・
誘
致
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
、

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、

今
年
開
催
し
た
「L

ife is T
ech! in 

萩
」。
英
語
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
重

視
さ
れ
る
な
か
、
萩
で
学
ぶ
機
会
が
少

な
い
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
中
高
生
が
挑

戦
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
熱
中
し
た
８
時

間
を
過
ご
し
て
く
れ
ま
し
た
。
も
し
叶

う
こ
と
な
ら
、
自
分
で
仕
事
を
作
る
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
あ
る
人
材
に
育
っ

て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
７
年
目
と
な
っ
た
「
萩
Ｌ
Ｏ
Ｖ

Ｅ
」
で
す
が
、
今
後
は
人
と
人
を
結
び

つ
け
、
ご
縁
や
新
し
い
可
能
性
を
生
み

育
て
る
“
場
”
と
し
て
機
能
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
来
春
に
は
、
幕
末
フ
ァ

ン
の
女
性
視
点
で
発
案
さ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
中
で
す
。

■萩ＬＯVＥ
HP：http://hagi-love.com/

（代表：大平憲二さん）

「萩ＬＯVＥハイスクール」の授業風景

MESHITOMO FES in萩（10月24日）に
参加したメンバー（一番右が大平代表）
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全
国
で
唯
一
、７
年
連
続
で
生
産
・

出
荷
量
を
増
や
し
て
い
る
山
口
の
酒
。

萩
市
に
は
酒
造
業
者
が
５
社
あ
り
、
岩

国
市
と
並
ん
で
県
内
ト
ッ
プ
の
蔵
数
を

誇
り
ま
す
。
原
料
で
あ
る
酒
造
好
適
米

（
通
称
：
酒
米
）
の
う
ち
最
上
級
品
種

と
さ
れ
る
山
田
錦
の
需
要
が
高
ま
る
中
、

「
地
元
の
酒
米
で
萩
の
酒
を
」
と
蔵
元

か
ら
の
熱
望
を
受
け
、
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩

農
業
協
同
組
合
や
生
産
農
家
ら
が
連
携

し
て
、
昨
年
か
ら
産
地
化
を
強
力
に
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
14
組
織
で

30 

ha
の
栽
培
と
、
大
幅
に
増
産
。
酒

造
会
社
と
農
業
者
の
意
見
交
換
会
も
重

ね
、
10
月
８
日
、
よ
う
や
く
「
山
田
錦 

収
穫
交
流
会
」
へ
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
農
業
振
興

協
議
会
の
水
津
俊
男
会
長
が
「
米
価
下

落
の
苦
境
を
バ
ネ
に
、
必
要
と
さ
れ
る

米
を
作
ろ
う
と
地
元
酒
造
会
社
の
協
力

の
も
と
実
現
し
ま
し
た
。
立
派
に
育
っ

た
山
田
錦
米
を
さ
ら
に
磨
き
、
酒
と

な
っ
た
暁
に
は
収
穫
の
悦
び
を
味
わ
い

た
い
」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
。
農
事
組

合
法
人
・
弥
富
５
区
の
青
原
央ひ
ろ
な
お尚

代

表
も
「
丈
が
高
く
栽
培
が
難
し
い
山
田

錦
で
す
が
、
昨
年
に
引
け
を
取
ら
な
い

出
来
」
と
、
今
後
の
生
産
に
自
信
を
み

な
ぎ
ら
せ
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
米
は
各
蔵
ご
と
に
仕
込
ま

れ
、
１
月
か
ら
３
月
ま
で
新
酒
と
し
て

出
荷
予
定
。「
地
元
・
萩
と
出
身
者
を

　

８
月
４
日
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ

ン
で
開
催
さ
れ
た
世
界
マ
ス
タ
ー
ズ
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
に
、
旧
田
万
川
町

出
身
の
80
歳
の
棒
高
跳
び
選
手
、
堀
野

正
（
大
阪
府
河
内
長
野
市
在
住
）
さ
ん

が
出
場
し
、
Ｍ
80
（
80
〜
84
歳
）
ク
ラ

ス
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

堀
野
さ
ん
は
、
田
万
川
町
立
（
現
萩

市
）
多
磨
中
学
校
で
陸
上
を
始
め
ま
し

た
。
中
学
で
は
、
走
り
高
跳
び
を
専
門

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
卒
業
後
、
山
口

県
立
萩
高
校
へ
進
学
し
、
棒
高
跳
び
に

出
会
い
ま
し
た
。
高
校
３
年
生
の
時
に

は
、
県
大
会
で
当
時
の
大
会
新
記
録
と

な
る
３
ｍ
22
㎝
を
出
し
優
勝
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
も
出
場
し
ま
し
た
。

　

新
日
鉄
へ
の
就
職
を
機
に
陸
上
競
技

か
ら
離
れ
て
い
ま
し
た
が
、
転
機
が
訪

れ
た
の
は
57
歳
の
時
。
新
聞
で
マ
ス

タ
ー
ズ
陸
上
競
技
大
会
の
参
加
募
集
の

記
事
を
見
つ
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

競
技
を
再
開
。
陸
上
競
技
へ
の
復
帰
は
、

40
年
ぶ
り
の
こ
と
で
し
た
。
翌
年
に
は
、

全
日
本
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
腰
の
け
が
に
見
舞
わ
れ
、
競
技

が
で
き
な
い
期
間
が
続
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
競
技
が
で
き
な
い
期
間
も
審
判

員
と
し
て
、
陸
上
競
技
に
関
わ
り
続
け
、

70
歳
で
再
び
選
手
へ
の
復
帰
を
果
た
し

ま
す
。

　

競
技
復
帰
後
は
、
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上

の
棒
高
跳
び
で
全
日
本
大
会
９
連
覇
、

ア
ジ
ア
大
会
３
連
覇
と
数
々
の
記
録
を

樹
立
。

　

現
在
も
、
年
に
７
、８
回
出
場
す
る

大
会
に
向
け
て
日
々
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

目
標
は
「
世
界
大
会
で
金
メ
ダ
ル
を

取
る
」
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
、
高
い
目

標
に
向
け
て
、
よ
り
高
く
跳
び
続
け
る

80
歳
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
堀
野
正
さ
ん
の
、

全
日
本
大
会
、
ア
ジ
ア
大
会
の
連
覇
や
、

世
界
の
舞
台
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　10 月２日、ＪＡあぶらんど萩のファーマー
ズマーケット「ふれあいらんど萩」が、萩市椿
の金谷天満宮の向かいにオープンしました。生
産者が丁寧に育てた新鮮な野菜、果物、花、農
産物加工品などを販売をする場所をつくること
で、生産者の所得向上と、担い手不足の解消を
目指します。営業は、午前９時から午後６時
30 分までで、店休日は第１・３水曜日です。
　店内には、玄米の状態で購入したお米を、ス
タッフがお好みに精米する「超おいしい萩産
米」コーナーを設置。また、新鮮な地域の農産
物、できたての惣菜、弁当、パンなどを取り揃
えています。
　萩へお帰りのときは、生産者が主役の「ふれ
あいらんど萩」へ行ってみませんか。

■ＪＡあぶらんど萩 ファーマーズマーケット 
「ふれあいらんど萩」
住所：萩市大字椿３３９５- １２
☎０８３８・２１・７７７０

つ
な
ぐ
“
結
び
つ
き
の
酒
”
に
な
れ
ば
」

と
、
関
係
者
は
期
待
を
込
め
て
い
ま
す
。

河
内
長
野
市
の「
広
報
か
わ
ち
な
が
の
」

７
月
号
の
表
紙
を
飾
る
堀
野
正
さ
ん
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◎
萩
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手

　

日
本
郵
便
中
国
支
社
で
は
、
大
河
ド

ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
や
「
明
治
日
本
の
産

業
革
命
遺
産
」
の
う
ち
萩
の
５
つ
の
構

成
資
産
を
取
り
上
げ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ

レ
ー
ム
切
手
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

窓
口
で
の
購
入
は
山
口
県
内
の
各
郵

便
局
（
簡
易
郵
便
局
を
除
く
）
で
す
が
、

萩
市
観
光
協
会
で
通
信
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
発
売
部
数　

３
０
０
０
部

■
シ
ー
ト
構
成　

１
シ
ー
ト
52
円
×
10

枚■
販
売
価
格　

９
８
０
円

■
通
信
販
売　

送
料
込
み
で
１
３
４
０

円
、
詳
細
は
萩
市
観
光
協
会
（
０
８
３

８
・
２
５
・
１
７
５
０
）

■
問
い
合
わ
せ　

日
本
郵
便
中
国
支
社

（
０
８
２
・
２
２
４
・
５
９
９
１
）

▽
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
「
文
と

萩
物
語
〜
ゆ
か
り
の
人
物
〜
」

　

萩
市
出
身
の
桐
木
憲
一
（
漫
画
家
）

さ
ん
が
、
文
や
ゆ
か
り
の
人
物
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
イ
ラ
ス
ト
と
文
に
ゃ
ん
で

構
成
さ
れ
た
切
手
で
す
。　

▽
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
「
世
界

遺
産
登
録
記
念 

明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産 

製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭

産
業 

萩
の
産
業
遺
産
群
」

　

マ
キ
タ
オ
モ
リ
ツ
グ
（
写
真
家
・
萩

市
在
住
）
さ
ん
の
写
真
と
、
結
鶴
（
書

彩
家
・
萩
市
出
身
）
さ
ん
の
題
字
に
よ

る
切
手
で
す
。

◎
萩
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
ハ
ガ
キ
発
売

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
と

し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ

と
を
記
念
し
、
萩
反
射
炉
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
年
賀
ハ
ガ
キ
を
限
定
販
売
し
ま
す
。

■
発
売
日　

11
月
４
日
（
水
）

■
枚
数　

２
万
枚
限
定

■
価
格　

１
枚
52
円

■
販
売
所　

萩
市
観
光
課
ほ
か
、
詳
細

は
、萩
市
観
光
課（
０
８
３
８
・
２
５
・
３

１
３
９
）

　

萩
市
で
も
、
少
子
・
高
齢
化
と
人
口

減
少
が
進
み
、
地
域
の
再
生
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
年
度
、
都
市
に
住
ん
で

い
る
人
た
ち
な
ど
、
地
域
外
の
人
材
を

地
域
社
会
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
受

け
入
れ
、
定
住
・
定
着
を
促
す
「
萩
市

地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
初
め
て
募
集

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
萩
市
全
域
・
須
佐
・
福
栄
の

３
地
域
で
、
観
光
交
流
事
業
や
農
山
漁

村
地
域
で
の
地
域
づ
く
り
の
活
動
に
従

事
す
る
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」（
非

常
勤
特
別
職
）
の
隊
員
８
名
が
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

協
力
隊
員
た
ち
は
、
配
属
さ
れ
た
地

域
で
、
新
た
な
視
点
で
の
地
域
振
興
や

魅
力
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
向
け
て
、

活
動
を
ス
タ
ー
ト
。
情
報
発
信
や
地
域

イ
ベ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　

萩
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
は
、
萩

の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
た
め
、
日
々

　

平
成
25
年
７
月
の
集
中
豪
雨
災
害
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
、東
部
地

域
（
須
佐
・
田
万
川
地
域
）の
地
域
活

力
の
再
生
に
向
け
て
、定
住
の
促
進
と

子
育
て
世
帯
を
応
援
す
る
た
め
、新
た

に
市
外
か
ら
転
入
し
よ
う
と
す
る
子
育

て
世
帯
向
け
の
低
家
賃
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〔
募
集
内
容
〕

■
募
集
戸
数　

４
戸

◦
構
造　

木
造
２
階
建
て

◦
延
床
面
積　

約
84
㎡
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）、

駐
車
場
あ
り

■
場
所　

萩
市
大
字
須
佐
（
青
葉
台
）、

旧
奈
古
高
須
佐
分
校
跡
地

■
家
賃　

入
居
す
る
子
ど
も
の
数
に

よ
っ
て
、最
大
３
万
円
の
控
除
あ
り
。基

準
家
賃
４
万
円

■
入
居
時
期　

平
成
28
年
４
月
１
日
以

降■
入
居
申
込
者
の
資
格　

次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
こ
と

◦
入
居
申
し
込
み
時
に
、萩
市
外
に
居

住
し
て
い
る

◦
入
居
時
、同
居
の
子
に
小
学
生
以
下

の
子
が
い
る
（
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
も
の
を
含
む
）

◦
入
居
時
、東
部
地
域
（
須
佐
・
田
万
川

地
域
）に
居
住
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
入

居
者
・親
族
の
所
有
す
る
住
宅
が
な
い

◦
東
部
地
域
に
定
住
し
、地
域
活
性
化

に
貢
献
す
る
意
思
が
あ
る

◦
地
方
税
を
完
納
し
て
い
る

◦
入
居
者
、同
居
者
が
暴
力
団
員
で
な
い

■
募
集
期
間　

平
成
28
年
１
月
29
日

（
当
日
消
印
有
効
）

■
募
集
方
法　

萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、必
要

事
項
を
記
入
、必
要
書
類
を
添
付
し
、郵

送
ま
た
は
持
参

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
５
９
︲
３
４
１
１ 

萩
市
大
字
須

佐
４
５
７
０ 

萩
市
生
活
再
建
支
援
事

業
部
（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
３
）

の
活
動
内
容
を
紹
介
す
る
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
萩
で
活
動
し
、
体
験
し
た
こ
と

な
ど
を
、
会
員
自
ら
が
写
真
付
き
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
観
光
交
流
事
業
や
農
山

漁
村
地
域
で
の
活
動
を
通
し
て
、
み
ず

み
ず
し
い
感
覚
で
発
見
し
た
「
萩
に
あ

る
も
の　

萩
に
し
か
な
い
も
の
」
を
伝

え
て
い
き
ま
す
。

▽
萩
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク　

https://w
w

w
.facebook.

com
/hagiokoshikyouryokutai

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
企
画
政
策
課

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
４
２
）
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「クラス会をいつ、どこで開催します」という情報
をお寄せください。萩の資料送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください！

情報

　51 人が出席。東章会長（昭和 32 年卒）が「昭和 25 年の
発会以来、開校記念日に毎年開催。伝統ある先輩の実績に恥
じないよう発展させたい」とあいさつ。続いて、河村建夫衆
議院議員が「萩に追い風が吹いている。また、萩市や萩高の
名声を高めるために後押ししたい」、野村興兒萩市長が、合
併１０周年、大河ドラマ「花燃ゆ」や世界遺産登録による萩
の賑わいなど、萩の近況を報告されるとともに「奨学金給付
などに活用している『ふるさと寄付』で萩への応援を」とあ
いさつされました。
　また、４月に着任された西村佳子萩高校長からは、「全校
生徒が 450 人となったが、一人ひとりが明るく誠実で、郷
土への誇りを持ち頼もしく、クラブ活動にも頑張っている」
と学校や生徒の様子を紹介されました。
　ビンゴ大会で盛り上がり、楽しい時間は瞬く間に過ぎて、
来年の再会を約しての散会となりました。

翠山荘（山口市湯田温泉）

10月18日

「今年は萩への関心が高く、萩出身ということがたいへんう
れしい。松陰先生の夢を引き継いでいきたい」旨、中原洋美
支部長（商業 49 年）が挨拶。母校末廣栄校長からの近況報
告や本部池田誠次会長の祝辞だけでなく、原賢治副支部長の
乾杯の発声の後、懇親会では参加者全員が近況や思い出話を
スピーチするなど、土佐岡文夫事務局長の名司会ぶりも相
まって、 終始、和やかで笑顔あふれる会となりました。
 最後は全員で校歌を斉唱し、母校の発展を願い、来年の再
会を期し散会しました。

ワークピア広島（広島市南区）

9月12日

　24 回目、46 人が出席。会長の廣瀬勝彦さん（昭和 39 年卒）
から、「今回は、世界遺産登録、大河ドラマ『花燃ゆ』をテー
マに開催し、記憶に残る会にしたい」とあいさつ。村田昌志
指月会会長からは「萩高は世界遺産のど真ん中にあり誇らし
い」、西村佳子萩高校長からも「萩高の敷地内に多くの観光
客が敷地内に入って来られ、特に外国人が増えた」と世界遺
産登録効果を紹介されました。
　今回のテーマに沿って、山本章三萩博物館長が「花燃ゆ 文
さんのこれから」と題し、また、野村興兒萩市長が会の締めく
くりとして「世界遺産登録までの軌跡」と題して講演され、萩
の旬の話題に参加者は興味深く熱心に耳を傾けていました。

博多都ホテル（福岡市博多区）

９月12日

　統合して第７回目となる総会で、約 500 人が参加。今年
の引受期代表は、昭和 54 年商業卒の岡村裕史さん。池田誠
次会長は「本年も、159 人の新しい会員をつばき会に迎える
ことができました。嬉しく思う反面、彼らもまた進学に就職
にと進み、ここ故郷を後にしています。今年も県内外へ多く
の生徒が一道を求め、挑戦することに大いに期待しますが、
一抹の寂しさを感じます」とあいさつ。末葊栄校長は「教職
員と生徒が一丸となり、毎年就職内定率 100％を達成。部活
動でも全国大会出場など生徒が活躍指導者や生徒の努力とと
もに、良き伝統として受け継がれてきた取り組む姿勢などが
土台になっている。これからも、新たな歴史と伝統の創造に
今後も取り組んでいきたい」と近況を報告しました。
　懇親会では、萩吹奏楽団サマーオレンジーズの演奏や恒例
の福引抽選会などもあり、旧友と楽しく語り合いました。

萩商工高校体育館（萩市）

10月10日
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■
須
郷
昌
徳
さ
ん
（
福
岡
市
）

　

萩
市
を
は
じ
め
と
し
た
国
内
８
エ
リ
ア
の
世

界
産
業
遺
産
登
録
は
、
指
定
を
受
け
た
各
地
は

も
ち
ろ
ん
日
本
中
で
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

福
岡
で
開
催
さ
れ
た
九
州
指
月
会
（
萩
高
校
同

窓
会
）
総
会
で
は
野
村
興
兒
萩
市
長
の
世
界
遺

産
講
演
が
行
わ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
始
め
地
元
テ
レ

ビ
局
や
新
聞
各
紙
な
ど
マ
ス
コ
ミ
各
社
が
取
材

に
訪
れ
た
。
活
気
に
満
ち
た
会
の
様
子
は
夕
方

の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
報
道
さ
れ
た
。

　

萩
市
５
カ
所
の
登
録
は
他
地
域
の
登
録
と
は

趣
を
異
に
し
て
い
る
。
他
が
産
業
施
設
な
ど
具

現
化
さ
れ
た
も
の
が
中
心
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

松
下
村
塾
や
萩
の
街
並
み
な
ど
が
登
録
さ
れ
た

こ
と
は
、
あ
る
意
味
萩
市
・
長
州
毛
利
藩
が
ま

　

萩
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
た
出

身
者
や
、
萩
を
応
援
し
た
い
と
い
う

方
々
の
想
い
や
願
い
を
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
に
よ
り
寄
付
金
と
い
う
形
で
市

政
に
反
映
す
る
「
萩
ふ
る
さ
と
寄
付
」

を
創
設
し
て
お
り
、
多
く
の
方
に
応
援

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
金
を
、「
ふ
る

さ
と
萩
」
を
誇
り
と
し
、
志
を
抱
い
た

子
ど
も
た
ち
の
育
成
の
た
め
に
、
全
国

で
も
類
を
見
な
い
高
校
・
大
学
奨
学
金

事
業
や
、
新
た
な
観
光
起
点
と
し
て
整

備
を
進
め
て
い
る
旧
明
倫
小
学
校
校
舎

の
保
存
整
備
事
業
等
、
萩
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
お
け
る
重
点
事
業
と
し
て
指
定

し
た
７
つ
の
事
業
に
充
て
、
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

萩
市
外
に
在
住
の
方
が
、
１
万
円
以

上
寄
付
さ
れ
た
場
合
、
感
謝
の
気
持

ち
と
し
て
ふ
る
さ
と
の
特
産
品
（
約

１
０
０
点
、
品
切
れ
中
の
も
の
も
あ
り

ま
す
）
を
１
点
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
年
度
か
ら
、ふ
る
さ
と
納
税

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
」（http://w

w
w

.furusato-tax.
jp/japan/prefecture/35204

）
で

も
募
集
し
て
お
り
、よ
り
便
利
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
萩
に
あ
る
も
の
、
萩

に
し
か
な
い
も
の
」
を
活
用
し
た
萩
の

創
生
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
皆
さ

ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
企
画
政
策
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
０
２
）

る
ご
と
登
録
さ
れ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

　

そ
の
核
心
は
ア
ジ
ア
の
先
駆
け
と
し
て
、
産

業
化
に
踏
み
出
し
た
日
本
の
魂
が
ふ
る
さ
と
萩

を
出
発
点
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

日
本
の
重
工
業
の
発
祥
の
地
と
し
て
萩
が
認
定

さ
れ
た
の
だ
。
吉
田
松
陰
の
教
え
の
も
と
、
維

新
の
志
士
だ
け
で
な
く
多
く
の
工
業
人
を
輩
出

し
た
松
下
村
塾
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
追
い
つ
く
べ

く
、
造
船
・
大
砲
の
鋳
造
な
ど
に
乗
り
出
し
た

進
取
の
気
概
に
燃
え
た
幕
末
の
長
州
藩
。
こ
の

存
在
が
、
明
治
日
本
の
近
代
化
の
礎
で
あ
っ
た
。

　

政
治
の
国
と
し
て
有
名
な
長
州
か
ら
は
、
伊

藤
博
文
初
代
総
理
か
ら
現
在
の
安
倍
晋
三
首
相

ま
で
、
多
く
の
政
治
家
が
誕
生
し
て
き
た
。
だ

が
今
回
、
登
録
を
共
に
受
け
た
三
菱
長
崎
造
船

所
初
代
所
長
渡
辺
蒿
蔵
を
は
じ
め
、
多
く
の
工

業
人
も
わ
が
長
州
は
生
み
出
し
て
い
る
。
さ
ら

に
同
じ
く
登
録
さ
れ
た
八
幡
製
鉄
所
を
開
設
し

た
の
は
、
初
代
工
部
卿
伊
藤
博
文
、
２
代
目
工

部
卿
井
上
馨
の
尽
力
の
賜
物
で
あ
っ
た
。

　
“
日
本
の
明
日
を
創
る
”
と
い
う
松
陰
の
教

え
を
源
流
と
し
た
長
州
の
思
想
は
、
過
去
か
ら

送
ら
れ
未
来
を
孕
む
現
在
の
萩
市
に
も
脈
々
と

生
き
て
い
る
。
10
年
余
の
努
力
の
上
に
築
か
れ

た
世
界
産
業
遺
産
登
録
も
ま
た
そ
の
証
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
機
に
わ
が
ふ
る
さ
と
萩
が
日
本
の
創

生
を
牽
引
す
る
と
い
う
気
概
を
も
っ
て
、
先
人

た
ち
の
挑
戦
者
精
神
を
胸
に
、
さ
ら
に
邁
進
し

て
い
こ
う
。

■
北
野
紀
之
（
大
阪
市
淀
川
区
）

「
明
倫
小
学
校
の
思
い
出
」

　

私
は
、
現
在
大
阪
で
会
計
事
務
所
を
開
業
し

て
い
ま
す
。
今
年
75
歳
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
墓
参
で
帰
萩
し
た
時
の
こ
と
で
し

た
。「
今
日
で
明
倫
小
学
校
の
見
学
会
は
終
わ

り
で
す
」
と
聞
か
さ
れ
た
の
で
す
。
私
に
と
っ

て
は
身
が
引
き
裂
か
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

　

今
、
萩
は
Ｎ
H
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」

で
燃
え
て
い
ま
す
。
帰
萩
時
に
は
一
番
に
体
育

館
の
舞
台
装
置
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
昔
の
講

堂
に
は
、
毛
利
元
就
が
３
人
の
子
供
た
ち
に
渡

し
て
い
る
三
本
の
矢
の
絵
画
が
掲
げ
て
あ
り
ま

し
た
。
今
で
も
、「
教
え
」
と
し
て
心
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

明
倫
小
学
校
は
、
私
に
と
っ
て
は
心
の
支
え

で
あ
り
、「
萩
」そ
の
も
の
な
の
で
す
。萩
に
帰
っ

た
時
に
は
、
時
間
の
許
す
限
り
、
東
門
か
ら
正

門
、
西
門
そ
し
て
母
校
の
萩
商
工
高
校
の
正
門

を
回
る
の
で
し
た
。

　

も
う
今
か
ら
68
年
前
に
な
り
ま
す
。
昭
和
22

年
、
私
は
明
倫
小
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
私

の
教
室
は
、
正
門
の
本
校
舎
の
一
番
西
側
、
確

か
音
楽
教
室
と
云
っ
て
い
ま
し
た
。
バ
ッ
ハ
、

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
な
ど
の
写
真

が
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
い
ま
で
も
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
。
１
ク
ラ
ス
60
人
は
い
た
と
思
い

ま
す
。
担
任
は
、
三
浦
久
先
生
で
し
た
。
鼻
髭

を
つ
け
た
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
厳
し
い
先
生
で

し
た
。
廊
下
の
拭
き
方
一
つ
と
っ
て
も
、「
海

軍
で
は
便
器
に
手
を
当
て
て
臭
い
を
確
認
し
て

い
た
の
だ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
今
だ
に
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
教
室
も
廊
下
も
ピ
カ
ピ
カ
に
な

る
ま
で
拭
い
た
も
の
で
す
。

　

運
動
場
の
真
ん
中
に
あ
っ
た
一
本
の
松
の
木

は
、
今
で
は
も
う
無
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
運

動
会
で
は
３
０
０
０
人
の
児
童
た
ち
で
大
賑
い

で
し
た
。
当
日
は
、
朝
早
く
か
ら
場
所
取
り
で

大
変
で
し
た
。
親
と
一
緒
に
食
べ
た
昼
食
、
初

物
の
栗
や
み
か
ん
。
本
当
に
懐
か
し
い
楽
し
い

思
い
出
で
す
。

　

昭
和
20
年
は
終
戦
か
ら
余
り
時
間
も
経
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
当
時
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

来
た
友
達
は
本
当
に
可
哀
想
で
、
今
で
も
辛
い

思
い
出
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
28
年
、

卒
業
の
時
は
、
第
４
校
舎
の
３
部
６
年
１
組
で

し
た
。
本
当
に
楽
し
い
ク
ラ
ス
で
し
た
。
で
は

皆
さ
ん
、
ま
た
い
つ
か
お
会
い
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
元
気
で
！

明倫小見学会（8月11日）
萩市撮影
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■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
ゆ

か
り
の
古
写
真
展
「
激
動
の
幕
末
・
明

治
と
長
州
の
人
々
（
仮
称
）」

　

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
に
ち
な
ん

だ
「
杉
家
の
人
々
」、
松
下
村
塾
の
塾

生
た
ち
、
毛
利
家
の
面
々
な
ど
幕
末
か

ら
明
治
の
激
動
期
を
彩
っ
た
人
物
等
の

写
真
を
展
示
。
ま
た
、
道
迫
真
吾
萩
博

物
館
主
任
学
芸
員
の
解
説
も
掲
示
。

平
成
28
年
１
月
８
日（
金
）〜
28
日（
木
）

（
予
定
）

北
海
道
上
川
郡
東
川
町
東
町
１
︲
19
︲

８　

北
海
道
東
川
町
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
０
１
６
６
・
８
２
・
４
７
０
０
）

■
つ
ば
き
会
関
東
支
部
総
会

　

関
東
地
区
の
萩
商
工
高
同
窓
会
。

11
月
14
日（
土
）
午
後
２
時
〜
５
時

東
京
都
品
川
区
大
崎
（
大
崎
駅
東
口
）

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ
ン
東
京

（
０
３
・
３
３
７
３
・
４
０
２
０
）
野
村

■
東
京
須
佐
弥
富
会

　

関
東
地
区
の
須
佐
地
域
同
郷
会
。

11
月
14
日（
土
）
正
午
〜
午
後
３
時

東
京
都
港
区
高
輪
（
品
川
駅
高
輪
口
）

日
立
金
属 

高
輪
和わ

き
ょ
う
か
ん

彊
館

（
０
９
０
・
２
２
０
８
・
５
８
７
３
）勝
山

■
第
23
回
日
本
陶
芸
展 

茨
城
展

　

岡
田
泰
、
岡
田
裕
、
玉
村
信
一
、
止

原
理
美
、
渋
谷
英
一
の
作
品
が
展
示
。

12
月
６
日（
日
）
ま
で

茨
城
県
笠
間
市
笠
間
２
３
４
５

茨
城
県
陶
芸
美
術
館　

（
０
２
９
６
・
７
０
・
０
０
１
１
）

■
元
陽
展

　

萩
市
紫
福
出
身
で
広
島
市
在
住
の
西

村
不
可
止
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

11
月
６
日（
金
）
ま
で
（
11
月
２
日
は

休
館
）

東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
８
︲
36

東
京
都
美
術
館
（
上
野
公
園
内
）

（
０
３
・
３
８
２
３
・
６
９
２
１
）

■
東
京
や
ま
ぐ
ち
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５ 

　

三
茶
で
や
ま
ぐ
ち
食
べ
ち
ゃ
ろ
祭
り

○
お
い
で
ま
せ
！
山
口
観
光
物
産
展

　

萩
の
地
ビ
ー
ル
、
地
酒
、
夏
み
か
ん

菓
子
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

11
月
７
日（
土
）〜
８
日（
日
）
午
前
11

時
〜
午
後
６
時
（
８
日
は
５
時
ま
で
）

東
京
都
世
田
谷
区
太
子
堂
２
︲
17

三
軒
茶
屋
ふ
れ
あ
い
広
場

（
問
）
山
口
県
東
京
営
業
本
部

（
０
３
・
３
５
０
２
・
３
３
５
５
）

■
岡
田
泰 

作
陶
展

11
月
22
日（
日
）〜
29
日（
日
）

東
京
都
新
宿
区
新
宿
３
︲
37
︲
11

安
与
ビ
ル
地
下
２
階
柿
傳
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
０
３
・
３
３
５
２
・
５
１
１
８
）

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
ゆ

か
り
の
古
写
真
展
「
激
動
の
幕
末
・
明

治
と
長
州
の
人
々
（
仮
称
）」

12
月
９
日（
水
）〜
14
日（
月
）（
予
定
）

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
１
︲
８
︲
１　

東
京
芸
術
劇
場（
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
）

（
０
３
・
５
３
９
１
・
２
１
１
１
）

■
酒
器
展

　

三
輪
和
彦
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

12
月
23
日（
水
・
祝
）〜
29
日（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲

１　

日
本
橋
三
越
本
店
美
術
特
選
画
廊

（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
２
０
１
６ 

一
軸
一
碗 

展

　

兼
田
昌
尚
、
三
輪
和
彦
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

12
月
30
日（
水
）〜
平
成
28
年
１
月
12
日

（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲

１　

日
本
橋
三
越
本
店
美
術
特
選
画
廊

（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

※
兼
田
昌
尚
の
作
品
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

▽The S
alon A

rt 

＋ D
esign 

11
月
12
日（
木
）〜
16
日（
月
）

P
ark A

venue A
rm

ory
▽
兼
田
昌
尚
ーLandscapes in 

C
lay

ー 

11
月
12
日（
木
）〜
12
月
18
日（
金
）

Joan B
 M

irviss G
allery

■
大
酒
器
展
２
０
１
６
年

　

三
輪
和
彦
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
15
日（
金
）〜
26
日（
火
）

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
１
︲
16
︲
14

し
ぶ
や
黒
田
陶
苑

（
０
３
・
３
４
９
９
・
３
２
２
５
）

■
萩
焼 

波
多
野
英
生 

作
陶
展

11
月
４
日（
水
）〜
10
日（
火
）

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
栄
３
︲
５
︲
１

　

名
古
屋
三
越
栄
店

（
０
５
２
・
２
５
２
・
１
１
１
１
）

■
元
陽
展 

大
阪
巡
回
展

　

西
村
不
可
止
の
作
品
を
展
示
。

平
成
28
年
１
月
13
日（
水
）〜
17
日（
日
）

大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺
区
茶
臼
山
町
１

︲
82　

大
阪
市
立
美
術
館
（
天
王
寺
公

園
内
）（
０
６
・
６
７
７
１
・
４
８
７
４
）

■
元
陽
展 

広
島
会
場

　

西
村
不
可
止
の
作
品
を
展
示
。

12
月
１
日（
火
）〜
６
日（
日
）

広
島
県
広
島
市
中
区
上
幟
町
２
︲
22

広
島
県
立
美
術
館

（
０
８
２
・
２
２
１
・
６
２
４
６
）

■
つ
ば
き
会
下
関
支
部
・
九
州
支
部
、

巴
城
会

　

下
関
・
九
州
地
区
の
萩
商
工
と
下
関

地
区
の
萩
高
の
合
同
同
窓
会
。

11
月
７
日（
土
）
午
後
６
時
〜

下
関
市
彦
島
西
山
町

南
風
泊
市
場 

活
魚
セ
ン
タ
ー

（
０
９
０
・
４
６
５
２
・
５
０
２
８
）
原

■
生
命
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　

田
村
覚
志
（
Ｔ
Ａ
Ｚ
Ｚ
）
の
線
描
画

作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

11
月
13
日（
金
）〜
22
日（
日
）午
前
10
時

関
東
地
区

〜
午
後
７
時
（
最
終
日
は
５
時
ま
で
）

宇
部
市
新
天
町
１
︲
２
︲
27

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｘ
Ｙ 

ふ
く
な
が

（
０
８
３
６
・
３
１
・
０
０
８
５
）

■
下
瀬
信
雄
写
真
展
「
天
地
結
界
」

　

萩
市
在
住
の
写
真
家
下
瀬
信
雄
の
第

34
回
土
門
拳
賞
受
賞
を
記
念
し
て
開
催
。

11
月
21
日（
土
）〜
29
日（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
（
入
場
は
４
時
30
分
ま

で
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

11
月
21
日（
土
）
午
前
11
時
〜
午
後
２

時
（
申
込
不
要
）

岩
国
市
三
笠
町
１
︲
１
︲
１

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

（
０
８
２
７
・
２
９
・
１
６
０
０
）

■
鏡 

か
が
み 

鑑

　

金
子
司
、
野
坂
和
左
、
中
島
大
輔
、

濱
中
史
朗
に
よ
る
展
覧
会
で
す
。

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

関
西
地
区

萩
市
関
係

中
国
地
区

■
水
戸
展

11
月
１
日
（
日
）
〜
６
日
（
金
）

笠
間
稲
荷
神
社
嘉
辰
殿

■
高
松
展

11
月
11
日
（
水
）
〜
15
日
（
日
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
松
放
送
局
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ

■
北
九
州
展

11
月
21
日
（
土
）
〜
29
日
（
日
）

関
門
海
峡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

■
福
岡
展

12
月
１
日
（
火
）
〜
６
日
（
日
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ

山
口
県
関
係

北
海
道
地
区

中
部
地
区



2015年11月（第126号）15

11
月
３
日（
火
・
祝
）ま
で
、
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
６
時
（
最
終
日
は
５
時
ま

で
）

萩
市
呉
服
町
１
︲
３　

彩
陶
庵

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
１
０
）

■
青
の
様よ

う

　

陶
芸
家
の
若
狹
祐
介
（
広
島
県
）
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

11
月
21
日（
土
）〜
12
月
６
日（
日
）
午

前
11
時
〜
午
後
７
時

萩
市
東
田
町
１
４
４
番
地　

Ｔ
Ａ
Ｚ
Ｚ

（
０
８
３
８
・
２
６
・
６
０
２
０
）

■
幕
末
サ
ム
ラ
イ
番
長 

高
杉
晋
作
の

ブ
ッ
ち
ぎ
り
人
生
〜
面
白
き
こ
と
も
な

き
世
に
面
白
く
〜

　

俳
優
の
的
場
浩
司
さ
ん
が
、
高
杉
晋

作
ゆ
か
り
の
地
を
巡
り
、晋
作
の
虚
像
・

実
像
を
一
坂
太
郎
（
萩
博
物
館
特
別
学

芸
員
）
が
解
説
し
ま
す
。

11
月
７
日（
土
）午
後
２
時
〜
２
時
55
分

中
四
国
テ
レ
ビ
朝
日
系
列
（
後
日
、
テ

レ
ビ
朝
日
系
列
で
全
国
放
送
予
定
）

■
隔
週
刊 

名
城
を
ゆ
く 

第
14
巻
「
萩

城
・
岩
国
城
」

　

萩
城
を
詳
し
く
紹
介
。
と
じ
込
み
付

録
は
萩
城
の
復
元
鳥
瞰
図
。

価
格　

６
０
０
円
（
税
別
）

出
版
社　

小
学
館

■
花
燃
ゆ 

完
結
編

作　

小
松
江
里
子

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ
と
向
か
う
ド
ラ

マ
を
徹
底
ガ
イ
ド
。

価
格　

１
０
５
０
円
（
税
別
）

出
版
社　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

■
花
燃
ゆ 

㈣　
　

 

作　

小
松
江
里
子

ノ
ベ
ラ
イ
ズ　

五
十
嵐
佳
子

価
格　

１
４
０
０
円
（
税
別
）

出
版
社　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

■
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産

　

世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産
に
つ
い
て
紹
介
。

価
格　

８
３
０
円
（
税
別
）

出
版
社　

ワ
ニ
ブ
ッ
ク
ス

■
萩
ふ
る
さ
と
大
使
の
桐
木
憲
一
さ
ん

が
新
連
載

　

代
表
作「
東
京
シ
ャ
ッ
タ
ー
ガ
ー
ル
」

の
金
沢
版
が
、
本
当
に
あ
っ
た
愉
快
な

話
（
竹
書
房
）
の
12
月
号
か
ら
連
載
。

テ
レ
ビ
情
報

久
重
ま
ど
か
さ
ん　
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

安
本
タ
カ
子
さ
ん　
（
埼
玉
県
和
光
市
）

垰
秀
樹
さ
ん　
　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

稲
原
宏
昭
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

飯
田
京
子
さ
ん　
　
（
東
京
都
調
布
市
）

中
原
重
政
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

末
益
龍
夫
さ
ん　
　
（
静
岡
県
三
島
市
）

阿
武
三
雄
さ
ん　
　
（
東
京
都
新
宿
区
）

阿
武
隆
弘
さ
ん　
　
（
東
京
都
新
宿
区
）

田
中
薫
さ
ん　
　
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

浦
上
普
治
さ
ん　
　
（
千
葉
県
千
葉
市
）

堀
田
達
顕
さ
ん　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

松
永
敦
夫
さ
ん　
（
静
岡
県
御
殿
場
市
）

関
屋
義
和
さ
ん　
　
（
東
京
都
杉
並
区
）

中
座
克
之
さ
ん（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

　
　
（
８
月
29
日
〜
10
月
26
日　

15
人
）

出
版
情
報

三好健二（萩まちじゅう博物館推
進委員会土原部会長）

510 円
　兼常清佐は大正時代初頭から戦
前にかけて活躍した、近代日本音
楽創世期の巨人ともいえる異色の
音楽研究家でした。萩の自然を終
世想い愛した兼常の見た萩の原風
景を、篤子夫人に送った絵葉書で
見ます。2015 年は兼常清佐生誕
130 年。

三宅紹
つ ぐ の ぶ

宣（広島大学名誉教授）
620 円

　薩長同盟は、幕末史の画期をな
す重要なできごとで、木戸孝允、
西郷隆盛、坂本龍馬など関係した
多くの人々のねばり強い努力に
よって達成されました。坂本龍馬
宛ての木戸孝允書簡を丹念に読み
解くことを中心に、その真相に迫
ります。2016 年は薩長同盟締結
150 年。

一般社団法人 萩ものがたり事務局
☎ 0838・25・3233

申し
込み

47
48

コース 初級・入門 中級・門下生 上級・師範

受検資格 幕末・維新を学びたい方ならどなた
でも（初めての方でも中級から受検可）

第1 回 検 定、第2
回検定中級・門下
生コース合格者

検定時間 60 分 90 分

出題数 10 0問（ 択一 式
100問）

100問（択一式 50
問・記述式 50問）

100問（択一式 30
問・記述式 70問）

合格基準 80 問以上の正解で合格
検定料

（税込） 2,500 円 3,000 円 3,500 円

■申し込み・問い合わせ　萩・幕末維新検定事務局（萩市まち
じゅう博物館推進課、0838・25・3290）

　幕末・明治維新に関し、萩ゆかりの人物や歴史等を学
ぶ「萩・幕末維新検定」。今回から、より多くの方が気
軽にチャレンジできるように、全問択一式の初級・入門
コースも実施します。
▽検定日　平成 28 年２月 7 日（日）午前 10 時〜
▽検定場所　萩市民館ほか
◎申し込み　▽申込締切　平成 28 年１月 15 日

「萩・幕末維新検定ホームページ」から申し込みできます。
※割引制度や受検者特典があります。詳しくは「萩・幕
末維新検定ホームページ」をご覧ください。
◆検定問題集（公式テキスト）▽Ａ５版、179 ページ、
▽定価　1,500 円（萩博物館で注文、配送可（0838・
25・3177、メール npomachihaku02@royal.ocn.ne.jp）
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11月14日（土）、15日（日）10:00〜16：00
◇萩ふるさとまつり

11月15日（日）8:00〜
◇萩時代まつり
大河ドラマ「花燃ゆ」で、楫取（杉）寿役
の優香さんの時代パレードへの参加、
トークショーが予定されています。

12月6日（日） 10:00〜
◇萩城下町マラソン
12月12日（土）〜１月５日（火） 
17:30〜23:00
◇萩イルミネフェスタ
12月27日（日）〜31日（木） 9:00〜18:00
◇萩・年末お魚市
平成28年１月２日（土） 13:30〜
◇萩市成人式

萩市観光協会　☎0838・25・1750
ントカレンダ−べイ

中央公園ほか

中央公園
市内各所

JR 萩駅前

市内各所

道の駅「萩しーまーと」

萩市民館大ホール

着物フォトコンテスト

12月12日（土）〜
平成28年1月17日（日）

11月29日（日）まで

12月12日（土）〜平成28年４月７日（木）●

11月29日（日）まで

▷応募方法　ハガキに品名、住所、氏名、電話
番号、近況等を明記のうえ、萩ネットワーク協
会プレゼント係まで。11月24日（消印有効）


